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午前９時００分開議

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法１１３条の規定による

定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

１２番、亀尾共三君、１３番、真壁容子君。

・ ・

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第３ 町政に対する一般質問
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○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

まず１番、加藤学君の質問を許します。

１番、加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 議長から一般質問のお許しが出たので、質問させていただきます。

まず１点目は、地産地消、学校給食で地元野菜の消費拡大についてです。学校給食には、子供

たちの健康、健全に育てる食育の側面と、それとは別に、地元農業を地産地消の面から支えてい

く地域内経済の循環の側面があります。

現在、南部町の学校給食で地元の野菜を使う場合、学校給食食材連絡協議会を通して買い上げ

る仕組みになっています。しかし、年々学校給食に地元野菜を提供してくださる農家の方が減っ

ております。理由について農家の高齢化と、またお孫さんが卒業してしまい、そして提供するこ

とがなくなった、そういうようなことを６月議会で取り上げております。しかしながら現実問題

として、農業においては農業を再生産するためにはそれだけの収益を上げていかなければならな

い、これが実情です。６月議会において陶山町長は、現在、町から出している補助金の割合を引

き上げるよりも、買い上げ価格、これを意欲が湧く価格設定が必要である、そういうふうに御回

答していただいております。しかしながらこの価格、具体的には一体どういう価格なのか、また、

それは一体いつから実施するのか、これをまず１点、質問いたします。

学校給食で一度に使う野菜、これ単価は１００キロ単位ではありません。せいぜいが１０キロ

単位です。学校給食に野菜を提供してもらえる農家というのは、大規模農家である必要ではあり

ません。普通の農家の方々が数多くそろえば、これは可能になってきます。現在、参加される農

家をふやす方法、このことについては、何か考えておられるのでしょうか。

２点目は、通学路の交通安全の問題です。６月議会で、円山団地下の交差点と福里団地の交差

点に、押しボタン信号を取りつける要望書を警察に出した旨、これは簡単に説明しております。

そのことに対して６月議会で陶山町長は、町教育委員会を通した要望書が警察とかに届かないこ

とという意見だと思う。行政要望の取り組みの仕方について、教育委員会ともう一遍協議したい、

こういった意味の回答をいただいております。この協議という部分、一体どういうふうになされ

て、どういうふうに改善されたのか、このことをお聞きしたいと思います。

それと、本来この問題ですけれども、交差点に押しボタン信号を取りつける、これが一番最初

の出発点になっております。また、これを住民の声として受けたもので私は行動をとっておりま

す。最終的にこの押しボタン信号を取りつけるというこの問題に、どういうふうに反映されるの
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か、このことについてお聞きしたいと思います。

そして３点目、残土処分場の問題です。これ昨年の１２月議会から質問しまして４回目、丸々

１年やっております。この残土処分場の計画ですけれども、随分以前から計画がなされていたよ

うなことが大分わかりました。しかしながらこれ町議会に説明があったのは、真壁議員が議会運

営委員会のときに取り上げ、それが発端になって全員協議会のほうで初めて説明がなされました。

それまでいろいろ計画があったにもかかわらず、全く説明されてきませんでした。あと一般質問

のときに、いろいろ質問するたびに回答が少しずつ出されてきた。こういったような経過をたど

ったというふうに私は思っております。この部分、町議会を軽視するのではないか、この点につ

いて質問したいと思っております。

以上３点、回答のほどよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） おはようございます。それでは、加藤議員の一般質問にお答えしてまい

ります。

まず、意欲が湧くような単価設定とは、具体的にどのような金額なのかという質問にお答えし

てまいります。６月に答弁いたしました意欲が湧くような単価設定とは、あくまでも食材供給協

議会の提供する食材料、農家数が減っている現状を解決するための多面的な検討の一つの案とし

て申し上げたということでございます。８月に南部町食材供給連絡協議会代表者と教育委員会事

務局、そして産業課で課題の洗い出しの話し合いを行っております。その場では、給食食材への

提供農家数をふやすためには何が効果的か、そして減ってきた原因はどこにあるのか、町内農産

物の自給率を高めるためにはどのような体制が最も効果的かなどを協議したと聞いております。

この協議会代表者との話し合いでは、単価設定が生産者の増加につながるとは思えないという御

意見も出され、その単価のみで解決できるものではないことから、最初に言いましたように多面

的に検討していく必要があることを関係者で再認識しております。

次に、いつから始めるのかという御質問ですが、今後、協議会会員の方々と関係部署が話し合

いを行う予定ですので、その結果も踏まえて来年度の予算や農産物の作付時期にもかかわってく

る問題であり、早目に検討を進めていきたいと考えております。

次に、学校給食へ出荷する農家数をふやす方策を考えているのかについてお答えいたします。

出荷農家の増加について、町内の農家数自体が減ってきているため、単純な会員数増加というの

は困難であると考えています。納入率の向上を目指してタマネギ、ジャガイモ、大根、ニンジン

など、使用頻度が高く一定期間貯蔵が可能な品目について年間の必要量、必要時期の目安を設定
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し、農家の方に必要な時期に合わせて作付をお願いすることは、一定の効果があるのではないか

と考えておるところでございます。

次に、通学路の交通安全についてお答えしてまいります。さきの６月議会における議員のお尋

ねにお答えする中で、交通安全対策についての要望が、警察や公安委員会になかなか届かない現

状があること、また要望するチャンネルがいろいろあると感じたことから、当該対策については

集落からの行政要望として、企画政策課を通じて警察や公安委員会に上げていくことを基本とし

ながら、通学路の安全対策を警察等と一緒に行っている教育委員会と、そうした要望が確実に届

くための方法について協議したいと答弁しました。その後、教育委員会との協議を踏まえまして、

次のように整理したところであります。

まず、通学路に限らず交通安全対策に係る要望については、集落からの行政要望として地域振

興協議会を通じてお伝えいただき、企画政策課から公安委員会に要望することを改めて確認いた

しました。一方、教育委員会においては行政要望としての交通安全対策のうち、通学路に係る部

分と学校やＰＴＡから指摘のあった安全対策の必要な箇所を、通学路交通安全プログラムの対象

箇所とし合同点検等を通じて県や警察等に対策の必要性をお願いする。当然、対策箇所が重複す

ることも考えられますが、要望を確実に上げていくためには多方面からの要望としていくことが

大切であると考えているところであります。

次に、押しボタン信号の設置にどのように反映されるのかとのお尋ねであります。さきの議会

でお答えしましたように、信号機の設置はそう簡単なことではありません。警察に伺ったところ、

県内で１年間に設置できる信号機の数は、予算の配分上極めて限られてるとのことであります。

あわせて交通事故の発生が多いことや、交通量の多いことなどで設置の優先順位が決められてい

るということでありました。以前にも申し上げましたが、これまで要望があっても設置までに１

０年くらいの期間がかかっているようでもあります。したがいまして設置要望を継続していくこ

とが求められますので、先ほどお答えしましたように集落の行政要望として継続的に取り組んで

いただきますとともに、こうした現状について御理解いただきたいと思います。

最後の御質問でございますが、池野の残土処分地の計画についてでございます。池野残土処分

場計画の休止に至った原因についての御質問を頂戴いたしました。この計画の経過を説明し、お

答えをいたします。

まず、平成２６年４月に池野区と鶴田区からの連名で、地域の発展につながる行政施策を行っ

てほしいとの要望書が提出されました。一方、鳥取県及び公益財団法人鳥取県建設技術センター

では、西部地区に残土処分場を求めている状況がありました。この残土処分場は、その跡地利用
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をあらかじめ決めておくと造成された土地を町が無償で確保することができるといったものでご

ざいます。町では、両地区が会見第二小学校を核とする地域づくりの思いが強いことから、跡地

利用を住宅用地、または二小グラウンドとして利用し、現グラウンドを住宅用地にするなどの案

をもとにこの計画を進めることにしました。そこで、平成２７年から２９年にかけて地元の池野

区、鶴田区、事業の下流域である朝金区、市山区、縄平区で説明会を行いました。議会へは平成

２８年１１月の議会全員協議会で説明しております。各集落への説明会ではこの計画におおむね

了承を得られましたが、過去の産業廃棄物処分場への不信感を理由に一部集落では反対をされた

ところです。このことからこの計画は時間をかけて説明する必要があるため休止としました。こ

の休止の方針については、ことし４月に池野区と鶴田区へ説明をさせていただきましたが、追っ

て朝金区、市山区、縄平区へも説明会を今後行う予定でございます。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君の再質問を許します。

加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。まず地産地消の問題ですけれども、現在ふやす計画に

ついて、先ほど町長が答えられた以外には今のところ計画はないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。特にまだ検討を深めておりませんので、まだ検討段

階でございます。これからまた案も出てくるかもしれませんが、現在のところの状況はそのよう

な状況でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。６月議会のときも一度質問したんですが、告知とそれ

から講習会、この計画があるっていうふうには聞いてるんですが、これは具体的にはこれもまだ

全然具体的になってないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） そちらのほうも具体的にはなっておりません。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 質問の内容を変えます。済みません。押しボタン式信号の件なん

ですけれども、これは町長の回答では、集落要望から振興協議会、そして企画課っていうふうに

変えたということですけれども、最終的には要望書が上がった場合、今回の押しボタン信号設置

に関しては、公安もしくは警察署、これに対しては要望書はどこが上げられるんでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 総務・学校教育課長、見世直樹君。

○総務・学校教育課長（見世 直樹君） 総務・学校教育課長でございます。こないだ交通安全プ

ログラムに従いまして、連絡会で警察の方や企画課の方やメンバーが集まりまして、危険箇所の

点検、対策を相談をいたしました。警察のほうからは、対策方針として今のところ信号設置は難

しいという返事をいただいております。ですので協議をして対策の方針はいただいております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません。要望書は上げられるんでしょうか。警察のほう、も

しくは公安のほうに。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。毎年、企画政策課が、地域振興協

議会、あるいは集落から御要望という形で行政要望を取りまとめております。その中の交通安全

施設に関しましては、必要な部分につきましては継続して要望を上げているところでございます。

一部、教育委員会の関係の通学路ということもございますので、通学路についてはやはりきめ細

かい通学路の交通安全プログラムの中でもう一度検討をしていただいているとこでございます。

以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません。要望書は出されておられるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。毎回、要望については公安委員会

のほうに上げているというふうに認識しております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません。その要望書なんですけど、それは私が言った円山団

地下の交差点とか福里団地入り口とかのことなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。円山にしても福里にしても、継続

して要望がある部分につきましては、継続して要望をしているとこでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。今、それ以外には要望書は出されてますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。信号機の設置につきましては大体
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その２点かなというふうに思いますけれども、それ以外の要望についても、例えば区画線のこと

とか、とまれの標示であったりとかということの修繕というような要望については上げていると

ころでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。押しボタン信号の要望書なんですけれども、先ほど私

が言った２カ所以外には出されてませんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。毎年、地域からの要望が出てきますけれど

も、継続して要望する分については、先ほども答えましたけれども継続して要望しているとこで

ございますし、地域から取り下げというところがありましたら、その部分については取り下げた

ものを要望書として上げているところでございます。一応、今のところの信号についてはその２

カ所ではないかなというふうに思っておりますが。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 寺内と西伯の近くに消防署がございますけれども、あの先今、新

しくバイパスとつながって交差点ができてます。そこのところに押しボタン信号をつける、そう

いう要望書が出てるのではないでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。言われますのは清水川の消防署のあそこだ

と、バイパスのとこだというふうに思いますけれども、天津の地域振興協議会からは御要望とい

う形で出ております。ただ、地元の清水川さんにつきましては今年度継続して要望をしないとい

うことを聞いております。その辺ちょっと精査いたしまして今後どうするかということを、今年

度要望に反映しているかということをまた検討してまいりたいというふうに思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。交通安全のときいつも問題になるのは、事故が起こっ

てからでは遅いっていうのがいつも問題になるんですが、現在、私の言ってます２カ所と、それ

から先ほど話がありました消防署の近くの交差点ですけれども、この３点において重要性みたい

なものはあるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。町としては重要な優先順位という

のは設けておりませんで、一応交通安全プログラムとか、そういったところで検討を踏まえまし
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て、上がってきたものについては公安委員会のほうに要望をしているところでございます。それ

の公安委員会の中での優先順位というのは、私どものほうではちょっとわからないところでござ

います。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。町内では３カ所は３点とも同じ扱いであるっていうこ

とで、ただ公安のほうでどういうふうな扱いになってるかはわからないということですが、先ほ

ど陶山町長から１０年待ちであるっていうふうな回答をいただいてるんですけども、この点に関

して県のほうに働きかけっていうのは何かされるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私が１０年かかるって言いましたのは、一つの私が

取り組んだつくし保育園の前の押しボタン信号が１０年ぐらいかかりまして、保護者会の中でず

っとその取り組みをした中で、私の後の後の代ぐらいの保護者会長さんのときにやっとできたと

いうようなものでございます。私の前の先輩方もずっとああやってやってた、その経験の中で１

０年単位ぐらい考えないとなかなかできないなというのが実感でございます。

この要望は、県政に対する要望事項として河川や道路や、さらには交通安全施設、それから公

安委員会、これをまとめて鳥取県に予算時期までに要望を毎年かけるわけです。そのベースとな

りますのは、各振興協議会、さらには各集落から要望を出されたものについて町が取りまとめ、

それがよっぽどこれは整理できないなというものでない限りは、全て県政要望として取りまとめ

て送ってるところでございます。

なかなか一朝一夕にならないこと、さらには事故があってからは遅いではないかと、このよう

なお叱りはごもっともでございますけれども、県内でやはり優先順位というものを公安委員会等

はよくこの中で検討し、もちろん県の中で河川についても道路についてもそういうことをされて

るというぐあいに思いますので、諦めずに要望することが肝要だろうと、このように思ってます

のでよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 最後、３番目の残土処分場の問題です。地元で最終的に１集落か

ら最終的に反対意見が出て、それで今回休止ということになったということですけれども、済み

ません、地元集落から反対意見が出たという点について、済みません、もう一度御回答をいただ

きたいんですが。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。
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○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。地元集落からの反対意見としましては、過去に産業

廃棄物処分場がございまして、そこからの流出事故というのがございまして、それが主な理由と

いうことでの反対意見となっております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 最終的には、地元集落を理解をしていただくために説明会をもう

一回開くみたいな話があったっていうふうに聞いておりますけれども、それは計画されたんでし

ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。計画というか予定はさせてもらったんですけども、

地元の区長様のほうから集落としての反対なんですというお話がありまして、もう一度の開催は

できないであろうという判断をさせていただき、再度の説明会は反対集落へはしておりません。

以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 今回のこれ残土処分場、随分前から計画が上がっておりましたけ

れども、結局議会に説明があったのが随分後からでした。この間、議会に説明するっていうこと

は考えられなかったんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。残土処分の計画っていいますのは、工事をやれば必

ず残土が出ます。特に近年は私が防災のことを冒頭申し上げましたけれども、初日に。特に河川

の、先ほどの県政要望や国政への要望で、河川の断面をとにかく大きくしてほしい、これからの

豪雨等に備えた河川断面を大きくしてほしいという要望を重ねてやっております。その反面にそ

の土を、出た河川の砂や土をどっかに持っていかなくてはならないわけです。海に投棄するよう

な時代ではないわけでして、必ず安定した場所を確保しながら、流れ出た砂というものをとらな

い限りは河川断面確保できない。これが一番悩ましいところでございます。一時のように、山を

削って道路の改良というのは極めて減ってきましたけれども、一方で河川のしゅんせつというも

のは強く要望をかけていますし、国や県当局も非常にそのことに対して努力をいただいてます。

小松谷川も青木の今の背割り堤が完成すれば、今度は天萬地区の防災のためにあの改良に入って

いきます。大量な土砂がここにも発生するわけでして、この土砂をどこに残土処分をして安定的

にやるのかというのは、これ町行政に対しては常に考えていかなくてはいけない問題です。法勝

寺川ももちろん同じことでございまして、こういう点を考えますと常に残土処分の問題は、片方
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を要望すれば片方をできるだけ町内で処理すると、こういう問題が必ずついて回るということも

御理解いただきたいと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。残土処分場が必要である、また場所によってはそれは

それでいいだろうし、もともと技術センターがやってきた残土処分場は私の土地を借り上げてで

もされてきたところがありました。これに対しては多分反対はほとんどできないのではないかと

いうふうに思っておりますし、これからも西部地区において残土処分場は必要であろうというふ

うに私も考えております。私が質問した内容は、なぜそれまで説明がなされてこなかったのか、

この点です。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。説明の経過といたしましては、地元からの要望書が

出た後に、建設技術センターのほうで現地のほうの概略の計画ということで図面をつくっていた

だいております。それが平成２７年度から２８年度にかけて行っておりまして、説明できる資料

が整ったということと、関係する集落への説明会がある程度進んだということの中での議会への

報告なり説明の経過でございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。地元説明会が１回あって、その後もう一回各集落の地

元説明会があったっていうふうに認識しております。それが終わってからなおかつ議運で初めて

要望があってから、それから説明会が議会に対してあった。この点についてはどういうふうにお

考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長のほうから御答弁いたします。先ほど議員もおっしゃったように私

有地でございまして、公有地のとこに残土処分するんであれば議会のほうに真っ先にお話をしな

がらやるべきではございますが、私有地でございますので、まずその土地の所有者の方が手放す、

または町に買い取ってほしいだとか、そういう方向を明らかにしない限りは、なかなか簡単に議

会の中で御本人が知らない中で、あそこに残土処分の計画があるらしいというような段階では議

会には御説明しにくいという問題があって、十分な地域の中で同意が得られたこと、また建設技

術センターのほうでこの地域であれば残土処分量が一定量確保できるので前に進もうと、こうい

うような段取りができてから議会のほうに御説明したものでございます。今後の説明には十分な

配慮も必要だろうと思いますけれども、まずはその地域の皆さんの御同意っていうことがまず第
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一であろうなと思ってます。町有地の中で、公有地の中で処分をするということがありましたら、

議会のほうに真っ先に御説明をしたいとこのように考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。あとなら二、三ちょっと御確認したいんですが、町が

今回土地を買い取ってから行うという計画になってたと思うんですけれども、この買い取る目的、

これが二転三転しております。この点についてはどうお考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私の記憶では二転三転はしていないと思っています。

鶴田、池野地区からの要望に基づいて、若者住宅を建設するというのが一つのミッションだった

ろうと思っています。その場所についてはやはり沈下ということは必ず起きますので、幾ら良好

なものをやってもですね、やはり１０年スパンで必ず沈下というのは起きますので、第１案とし

てはやはり学校の二小のグラウンドというのは８０メーターとるのがやっとか、７０メーターぐ

らいだと思ってます、私も運動会に参加しますけども。そこのグラウンドを今度造成したほうに

持ってくれば、安定している元桑畑だったあのグラウンドの部分に若者住宅をつくれば学校を囲

むようなこともできるだろうなと。これはそういう話し合いの中も、話し合いというんですか、

行政の中で計画した段階の中ではそういう御意見もありました。あくまでも地域の中に活性化す

るためには、まず若者たちをそこに定住できるような、そういう建物が要るんではないかと、こ

ういう考えの中で残土処分場をあそこの地域にという計画は、これは当初からの計画と変わらな

いだろうと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。済みません。土地を購入する目的が二転三転したので

はないかという質問だったんですが。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。土地を買う目的というのは、あくまでも地域の住宅

を建てて、若い人たちにできれば池野や鶴田に住んでいただきたい、この仕掛けといいますのは、

もとから変わっていないつもりでございます。決してあの中に広大な公園をつくろうだとか、工

場を誘致しようだとか、そういう話をもとにしながら土地を買わせていただきたいと、このよう

な話は地域の中にもしていないだろうと思っています。私の記憶の中では、あくまでも住宅をあ

の地域の中につくりたいと。若者住宅等を設けることによって地域も元気になるし、二小の子供
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たちも安定的にふえるんじゃないかと、このような話をしたと思っています。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません。その説明なんですけれども、それは一番最初の鶴田

・池野の地元説明会、その時点でされたんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。最初の説明会ということなんですけども、御質問の

説明会というのは時期を教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 地元要望書が出て、その後、地元池野・鶴田だけで了解をとらな

ければならないっていうことで、これは測量が入るのでということで、それで一回地元説明会さ

れてるはずなんですけれども、その時点でされたんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。御質問の説明会というのは２７年の８月の６日に池

野のほうで説明会をしてるということになってるんですけれども、その段階では説明をしており

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。地元説明会が二転三転したと言ったことなんですけれ

ども、地元で話を聞いたときに言われたことが、議会で全員協議会のほうで説明されたことと結

構違ってたというふうに認識しております。このとき一番最初に地元説明会があったときは、米

子－溝口間のバイパスをつくる計画があるので、その土地をそこで出た残土を埋め立てに使うか

らとかいう、そういう話も含まれてたというふうに私伺っております。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。跡地利用につきましては住宅用地または町長が申し

上げたように、二小のグラウンドにするというようなことでの目的は変わってないという認識で

おります。ただ、持ってくる残土処分場への土の搬入については、そういったバイパスの土であ

るとかということで説明はしてるというふうに思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。あとなら２点ほどちょっとお伺いしたいんですが、西

伯地区に残土処分場の候補地が２カ所あるっていうふうに聞いてるんですが、これがこれから先、

計画が先に進む前に地元説明会もしくは町議会の説明会、これはどういった時点でされるんでし
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ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほどから申しましてるように、非常に残土処分地

が今、二部の処分地がほぼ満杯に近づいておりまして、処分場がいよいよなくなるということが

あります。こういうことから鳥取県、それから鳥取技術センター両者とも、じゃどうするのかと

いうことで非常に大問題になろうとしています。先ほど申しましたルールどおり、まずは地元の

土地を出してやろうということがまず大優先であろうと思っています。その方々の御理解を得ら

れずしてこの議会の中で、じゃあそこに処分地をということにはならないだろうと思ってます。

まずはその土地の所有者の方が御同意いただくこと、これをまず大優先にしたいと、このように

思ってるとこでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。済みません。候補地が２カ所あるっていう点なんです

けども、どこであるかっていう部分は理解されてるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。県のほうが航空写真か何かからもとにして概算、こ

こであれば何万立米入るというようなこと、それからそこには言ってみれば水が常に流れるよう

なところであってはいけないわけでして、そういうような不安定な要素がないということから、

ペーパーロケーションといいますけれども、計画を組んでるという段階ではないかなと思ってま

す。私も２カ所ありますよっていうことは聞いておりますけれども、その後の進展として、じゃ

あそこの土地の所有者にという段階では、現在のところございません。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。最後１点だけ。ちょっとこれは若干質問の内容が違う

んですが、前回、旧会見町時代に産業廃棄物処分場をつくってこれが大問題になったときに、そ

のときほかの業者も、ほかにも二、三動いてた業者があります。そのとき動いてた業者が奈良県

のアルバトロスという業者です。この業者が現在まだ土地を所有しております。ことしの４月に

なって動きがありまして、この業者が所有してる周りの土地を買収して回ってるっていう話が広

がりました。何をするかっていったら、産業廃棄物の仮処分場をつくるんだっていう話が広がっ

てました。これ、町のほうはある程度つかまれてたんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。質問に対するストレートなお答えではないとは思う
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んですけども、建設課では地籍調査事業を行っておりまして、アルバトロスさんにつきましては

鶴田地内に土地をお持ちでございます。この地籍調査事業は今現在実施中でございまして、その

実施中の地籍調査の資料をいただきたいということでの照会が建設課のほうにございまして、資

料提供をしたという事実がございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。最後、これから先、今回のアルバトロスさんのほうに

関しては、８月お盆が終わった時点で撤退されるっていうふうに話を聞いております。これから

先、南部町でこの手の計画がもし進んだ場合、町としてはどういった対応をされるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。一般質問の趣旨とかなり離れてきてるというぐあいに思いま

す。まず、ごらんになってる町民の皆さんに、残土処分の問題と町が行政で責任持たなくちゃ一

般廃棄物の問題、さらには県の管理権限がございます産業廃棄物の問題、これをまずごちゃまぜ

にされることを私は一番心配したいんです。まさに残土処分が産業廃棄物のような御質問は、こ

れは至って行政にとって非常にプラスの効果はなく、マイナスになるだろうなとこのように思っ

ていますので、ぜひそのあたりのやっぱり一般質問のルールとして、今回の産業廃棄物じゃなく

て一般廃棄物の御質問もいただいてますけれども、そのあたりをきちんと整理をしていただきた

いとこのように思っています。産業廃棄物はあくまでも、先ほども言いましたように県の管理す

る責任がございます、鳥取県に。さらには私たちが生活する上で、工業製品を買えば必ずそこに

はごみは出るわけでして、これをできるだけ管理の行き届いたところで捨てると、最終的なもの

を処分するということは、これは今の科学技術をもってもこれは仕方がないことだろうと思って

います。それが南部町の中でどうするのかっていうことは、これは今出てますのは民間廃棄物で

すよね、民間が廃棄する。民間が最終的に廃棄するというようなことになる。できるだけ私は鳥

取県だとか、県がきちんと管理された場所で住民の合意をいただきながら徹底した安全管理をと

っていただくような、そういうシステムがやはり大事だろうなと思っています。

こういうその迷惑施設といいますのは、鳥取県内の各市町村が協力し合いながら運営していか

なくてはいけない重要なものだろうと思っています。ないにこしたことはないという、そういう

信条はわかりますけれども、避けては通れない問題だろうと思います。こういう問題が出たとき

には、速やかに住民の皆さんやああした議会の皆さんと、十分な相談をしながら真摯に対応した

いと思っていますので、御理解いただきたいと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。
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○議員（１番 加藤 学君） ありがとうございました。以上で質問を終わらせていただきます。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で１番、加藤学君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとります。再開は１０時からにしますので、よろしくお願

いいたします。

午前 ９時４７分休憩

午前１０時００分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

続いて、２番、荊尾芳之君の質問を許します。

２番、荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） おはようございます。２番、荊尾芳之でございます。議長からお

許しをいただきましたので、町政に対する一般質問をさせていただきます。私の質問は３項目で

あります。

まず、第１は、地域公共交通について町長のお考えをお伺いします。現在町内には、日ノ丸バ

ス御内谷線、大木屋上長田線、東長田線とふれあいバス４系統が走っています。このバス路線を

運行することによって、町内の住民の通勤、通学、通院、買い物等への移動の手段を確保してい

るところでございます。しかし、平成３０年の春からという意見と秋からという意見があります

が、本当はいつからなのかも明確にしていただきたいのですが、日ノ丸バスの東長田線と上長田

線の現行ダイヤの、朝８時までの米子行きの便は現状どおり走らせるように残して、朝８時以降

の米子市行き及び米子市から東長田の金山方面、大木屋や上長田行きは法勝寺どめにするという

ことが決定事項で、ことしの２月、３月に南さいはく地域振興区内で説明会が行われ、その実施

に向けて現時点での具体的な計画について伺うものでございます。

今回の日ノ丸バスの改正をマイナスに捉えるのではなく、東長田、上長田の日ノ丸バスは走ら

なくなったが、町営バスが走り、この地域にとっては便利になったねというプラスにしていきた

いという基本的な考え、共通の認識の上で計画の作成に当たっておられることと考え、次の事項

について具体的に伺います。

１番、バスのダイヤ改正により、新たに来年から法勝寺から米子市路線というわけですが、こ

れまでの東長田線、上長田線が走っていた地域の住民をどのように乗り継ぎをさせるのか。乗り

継ぎポイントとなるバス停はどこでしょうか。
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２番、乗り合いのバスを走らせるのは、乗車人員の確保にならないのではないか。タクシーを

活用する方法はいかがでしょうか。タクシーならばその集落の２人とか３人を確実に乗ってきま

す。タクシー利用の選択肢というのはないでしょうか。

３番目、バス対策費用の比較はどうでしょうか。現状から改正後の総費用はどうでしょうか。

南部町からバス事業者への補助金はこれによって大きく増額となるのでしょうか。危惧をしてお

ります。

４番目に、バスの利用対策をどう考えるか。せっかくバス路線を維持しても、バスに乗らない

のでは存続が難しく維持できません。バスを利用するにはどのような対策をとっていくのでしょ

うか。

以上の４点について町長のお考えを伺います。

２つ目でございますが、農業施策についてお伺いします。国は農業法人や集落営農の組織化な

ど、農業の大規模化を目指して進んでいます。しかし、南部町では大規模農家ばかりではありま

せん。これを前提条件としまして、農地中間管理機構は都道府県に１つずつあり業務の一部を鳥

取県は南部町に委託をしております。農地中間管理機構は、南部町の農地を集積する、耕作放棄

地を出さないようにすることを目的としています。この農地中間管理機構を活用すれば、南部町

の農地はどのように集約化するのでしょうか。そして農家にとってのメリット、どんなものがあ

るのでしょうか。

それから、平成２８年度から遊休農地の課税強化の措置がとられるように農地法が変更となり

ました。固定資産税を ８倍に課税強化をし、個人で管理ができない農地を集約化しようとして

います。どのような農地が課税強化の対象となるのでしょうか。現時点で南部町でそのような対

象となる農地はあるのでしょうか。今後、どのような対策をするのかを伺います。

最後、３番目でございますが、健康寿命について。特にたばこと健康について伺います。健康

と喫煙、受動喫煙は大変密接な関係があると考えます。健康寿命を延ばしていく上で、喫煙者に

対する指導はとても重要と考えます。現在の町内の喫煙者に対する健康指導、禁煙の勧め等の取

り組み状況はいかがでしょうか。ことしから新たな事業として禁煙支援事業が予算化されており

ます。

もう１点ですが、平成２９年１０月、この秋からですが、南部町庁舎敷地内全面禁煙を行うと

いう計画があると聞いています。４月にはキックオフ宣言ということでポスターが庁舎内に張ら

れてＰＲされているところでございます。住民の皆さんには広報なんぶを通じ、５月号から毎月

欠かさずにこの庁舎内全面禁煙ということについて、禁煙の指導とかコメントも含めてお知らせ
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が出ております。その上でお伺いします。１０月１日から具体的に全面禁煙ということでどうい

うふうになるのでしょうか。喫煙者に対する対策はどのように考えておられますでしょうか。町

長のお考えを伺います。

以上３点でございますが、よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、荊尾議員の御質問にお答えしたいと思います。

最初に、地域公共交通についての御質問をいただきました。平成２８年３月に鳥取県から示さ

れた鳥取県西部地域交通網形成計画では、東長田線、大木屋上長田線全便を法勝寺周辺どめにし、

法勝寺以南の交通体系を再編するというものでございました。これを受け南部町では、昨年度南

部町公共交通地域計画を策定し、公共交通検討委員会において通勤、通学便の確保、病院、買い

物、利便性の向上、交通空白地域の解消、財政負担の適正化を再編の基本方針として掲げ、実際

の利用実態調査や対象地域に出向いて座談会を開催しニーズ等の調査を行いました。高校の通学

のためにほぼ毎日御利用いただいている学生が一定数あること、毎日のことなので予約や乗り継

ぎは手間がかかるといった住民の声を反映し、通学、通勤時間帯の朝の便は今までどおり維持し、

それ以降の時間帯については町営バス等で補う計画をまとめました。

町で行う運送部分については、両長田地区に１台ずつ１０人乗り程度の車両を配置し、決めら

れた時間に出発するデマンド型運行を考えております。小型車両を使うことにより、現行の日ノ

丸路線バスでは入り切れなかった東長田地区では二桝、金ケ崎、八金、久蔵を、上長田地区では

赤谷、∥牛、入蔵の全ての集落に乗り入れますので、該当地域の利便性は向上すると考えていま

す。一方では、既存の日ノ丸バス路線沿線にお住まいの住民さんから見れば、減便や乗り継ぎ等

で若干御不便をおかけすることになりますが、南さいはく地域全体で見れば現行よりも便利にな

ったと言っていただけるものを考えております。

また、財政的な観点から、今まで日ノ丸バスに支払っていました補助金は∥１００万円から∥

４００万円と７００万円程度減額となります。あわせてこのたびの再編に係る運営費国庫補助金

約６００万円が継続的に利用できることから、現在、南部町が公共交通にかけております予算約

∥５００万よりわずかではありますが費用を減額できる試算となっています。しかしながら循環

バスの小型化、そしてデマンドに使用する車の購入に係るコストなどを考えますと、現状と予算

的にはほぼ大差ないものと考えてるところでございます。今秋には住民への説明会を通じて、御

意見を、今秋というのはことしの秋ですね、秋には住民への説明会を通じまして御意見を伺った

後に、平成３０年度秋の日ノ丸バスダイヤ改正に合わせて策定した計画を実施したいと考えてお
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ります。

タクシーの導入についてもあわせて検討しております。タクシーのドア・ツー・ドアの移動や

個別の要望に対応した利用形態など、魅力的な部分も多いのですが課題もございます。まず第１

に、基本的に１人または１グループ１運行という同時に多数の乗客を運べないという特性、第２

にバス廃止に係る代替としてタクシーを使用するという位置づけでは、運営経費に係る国庫補助

金等の活用ができないということ、第３に町内にタクシー営業所がないため、町内で乗車し町内

で下車するという利用方法では、米子などの営業所から乗車されるまでの距離、いわゆる迎えに

行くまでの距離がネックとなり、南部町内での積極的な営業活動は敬遠されてる点などがこの課

題に当たります。このように状況になりますので、現時点でのタクシー導入については困難だと

判断しておるところでございます。

やはり人口減少社会に向かっては年々町の財政負担がふえ、管内路線全てを確保維持すること

は難しくなってまいります。公共交通の維持には、利用者に乗っていただくことが大切でござい

ます。その必要性と路線維持の大切さをＰＲするために、バス利用キャンペーンや免許返納者な

ど高齢者への何らかの支援とあわせた施策を実施し、少しでも多くの方々にバス路線確保の重要

性や維持への御協力を訴えてまいりたいと考えております。

次に、農業政策についての御質問をいただきました。農地中間管理機構をどのように活用する

のか、農家にとっての利点は何かについての御質問にお答えいたします。農地中間管理事業では、

担い手である農地の受け手と地権者との間を農地中間管理機構が仲介して、農地の受け手と出し

手とを結びつけを行っています。この事業を担っているのが、各都道府県に１つずつ設置された

農地中間管理機構であり、鳥取県では農業農村担い手育成機構という組織になります。

この事業の背景には、農業後継者問題が全国的な共通課題となり、遊休農地の拡大や違法な貸

し借りなど、国を挙げて対応する必要が生じたことが上げられます。借りる側のメリットとして

は、これまで個人間での契約では、借り受け農家は複数の地権者との間で個別に交渉や契約手続、

そして借り賃の支払いをしなければならず、その事務負担が大きなものとなります。一方、中間

管理機構を通すとこれらの事務処理が一括してできることになり、規模拡大を図る担い手にとっ

て大きなメリットとなります。農地を貸し出す側のメリットとしては、貸す相手を自分で探さな

くても中間管理機構にお任せできること、全ての農地を１０年以上機構に任せると面積にはより

ますが協力金がもらえること。３年間または５年間固定資産税が２分の１に軽減されること、地

域でまとまった面積の集積があると地域に協力金がもらえることなどがあります。しかしながら

無条件で全ての場合に協力金が出るわけではなく、いずれも細かな要件がありますので産業課ま
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で御相談をお願いしたいと思います。

町では先ごろ農家の皆様を対象に、今後の営農活動や農地の維持、貸し借りなどについてアン

ケート調査を実施し、現在その集約を行っているところです。この結果につきましては、今後実

施します町長と区長の協議の場と考えております地域円卓会議の場でも情報提供し、地域での話

し合いを通じて集約化を図っていきたいと考えております。

南部町内では、平成２８年度末でこれまで８０人の地権者から４２ヘクタールの農地が貸し付

けられ、８件の担い手、このうちの法人が４法人でございますが、借り受けているもののその大

半が平地部の圃場整備地域に集中しているのが現状でございます。受け手となる担い手、法人が、

中山間部にはほとんどおられないことが理由の一つとして上げられます。このため農地中間管理

事業を利用するしないにかかわらず、地域の農地をどうするのか、担い手をどうするのか、地域

での話し合いをしていただきたいと考えております。農地中間管理機構の行う農地の集積は、農

地を将来にわたって農地として維持していくという目的のための一つの手法であり、その手法を

生かすためにも町では受け手となる集落営農の組織化や、法人化の推進など担い手の育成を図っ

てるところです。話し合いを通じて地域で集団的に農業、農地を守っていく体制づくり、その中

で中心となる担い手の掘り起こし、育成に取り組んでいただきますよう、お願いをいたします。

次に、課税強化への対応についてお答えをいたします。課税強化の対象の農地は、荒れた農地

のうち農業振興地域として指定されている農地のみが対象となります。昨年度の遊休農地の面積

は約３０ヘクタールで、そのうち農業振興地域は８ヘクタールとなっています。課税強化をされ

る場合のプロセスは、毎年農業委員会で遊休農地調査を９月から１０月にかけて行い、その結果、

遊休農地と判断すれば土地所有者に耕作の意思を確認し、自身で耕作されるか、農地中間管理機

構を活用されるか、確認を行います。その後も農地が荒れたままの状態であれば勧告を行い、農

業委員会からの報告により固定資産税の評価方法が変わり税額が増加となります。あくまでも課

税強化は遊休農地を出さない方策の一つであり、しかも一方的に行うものではありません。ちな

みに現在、南部町では課税強化された農地はございません。

健康寿命について御質問もいただきました。現在のところで申し上げるならば、禁煙に特化し

た健康指導に十分なものではありませんでした。喫煙が人体に与える影響は、それまでに吸い込

んだたばこの煙の総量と密接に関係するといわれていますので、たばこをたくさん吸われる方に

指導をしているのが現状でございます。指導に使います喫煙指数、ブリンクマン指数といいます

けれども、喫煙年数掛ける１日喫煙本数であらわす指標でございます。例えば、喫煙年数２０年

で１日２０本吸う方であれば喫煙指数は２０掛ける２０で４００ということになります。町では
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喫煙指数６００以上の方には肺がんリスクが高いことを伝え、個別指導を通じてたんの検査を勧

めたり、禁煙外来への受診を勧めてまいりました。

これまでも町内医療機関の医師の皆様に参加いただく医療懇談会におきまして、生活習慣病の

改善における禁煙の重要性について御意見を頂戴しており、今年度は禁煙に関する新たな取り組

みとして３つを予定いたしました。１つ目は、休日集団健診会場において禁煙相談を行い、喫煙

による健康への影響や禁煙に関する支援の普及啓発を行ってまいります。会場では専門医師によ

る禁煙相談会の開催や、禁煙補助薬を処方する予定でございます。２つ目は、禁煙外来を受診さ

れ禁煙に成功された方に対して、治療費の一部を助成するものです。３つ目は、たばこをやめよ

うと思ってる方へ携帯電話やパソコンのメールで禁煙について学べたり、アドバイスや応援メッ

セージを受け取ることができる禁煙支援プログラム、禁煙マラソンを御紹介していき、メール登

録に際し登録料の支援を考えております。現在実施に向けて調整をしているところでございます。

平成２９年１０月から南部町庁舎敷地内禁煙を行う計画であると聞いている、喫煙者の対策は

どのように考えてるのかという、喫煙者への対策についての御質問をいただきました。平成２９

年４月１日に南部町庁舎敷地内全面禁煙キックオフ宣言を行い、各庁舎に掲示をしております。

キックオフ宣言の内容をお知らせしますと、近年健康への関心が高まるにつれて喫煙の有害性と

周囲の人に与える受動喫煙防止対策は喫緊の課題となってまいりました。喫煙が健康に及ぼす影

響は大きく、肺がんを初めとする多くのがん、脳卒中、心筋梗塞等の循環器疾患などさまざまな

病気を引き起こす重大な要素であることがわかっております。健康に重大な影響を与える喫煙で

すが、南部町の喫煙率は協会けんぽ２０１４年調査では鳥取県下でワースト３という現状にあり

ます。平成２３年には、南部町議会においてがん征圧宣言が採択され、がんを知り、がんと向き

合い、がんに負けることない社会を町全体で取り組むことが確認され、あらゆる面でがんリスク

を低減する取り組みが求められております。

このような現状を勘案すれば、住民の皆様を初め、役場庁舎を利用する全ての皆さんの健康被

害を防止するために、受動喫煙防止対策として平成２９年１０月１日から役場庁舎、これは法勝

寺庁舎、天萬庁舎、すこやかでございます、敷地内全面禁煙を行うことといたします。皆様の御

理解と御協力をお願いいたしますという宣言内容で、庁舎内に周知をしております。また広報な

んぶ５月号から毎月庁舎敷地内全面禁煙のお知らせを町民の皆様へ行っているところでございま

す。喫煙されるお客様については趣旨を御理解いただき、敷地内禁煙の御協力を重ねてお願いさ

せていただきます。１０月１日の開始に向けて、職員の喫煙については課長会、安全衛生委員会

で敷地内禁煙の取り組みを周知徹底しているところでございますので、御理解をいただきますよ
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うよろしくお願いいたします。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君の再質問を許します。

荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございました。

それでは、地域公共交通から少し再質問をさせていただきます。基本的な考えとしまして我々

もそうですけども、日ノ丸バスは減便になったり走らなくなりますけれども、南さいはく地域の

方々、私の住んでる福頼も東長田の沿線にありますので、そういうところも含めてより交通の便

がよくなるにはどうするかというところの考え方で進んでいると思っていますので、よろしくお

願いします。

先ほどの町長の答弁で、決められた時刻に出発するデマンド型の運行をするというふうに回答

いただきました。伯耆町、大山町でもデマンド型バスというのが運行されておりますけども、南

部町では初めてでございますし、もう少し朝８時以降のデマンド型バスということで、それぞれ

の地域の中に入っていくということはわかりましたけども、その具体的な運行方法等をちょっと

わかりやすく説明していただけませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。今回考えていますのは、先ほども

町長の答弁にもありましたけれども、米子、それから法勝寺の間については今までどおりの日ノ

丸さんのほうにお願いをいたしまして、幹線路線としてそこは残していくというのが一つの大き

なところです。法勝寺から上、南さいはくエリアになりますけれども、そこについては先ほど出

ましたデマンド型のバスを運行しようというふうに思ってます。ただ、こないだありました朝１

便に米子まで出る便につきましては、地域のニーズもありましたのでそれについては残していく。

朝１便については残していくという方向になります。

改めてデマンド型っていうのを御説明したいというふうに思っています。定時定路線っていい

ますけれども、もともと時間を決めて、ある区間を、例えば法勝寺から金山までの区間を時間を

決めて運行する、ダイヤどおりに運行するということになります。あわせて枝線、例えば東長田

線でいいますと金ケ崎であったりそういったところについては、基本的には法勝寺から金山まで

は走らせつつ、御予約があれば枝線にも入っていくといったデマンド方式のバス、１０人から１

４人ぐらいの大きさのバスを計画しているところでございます。またそれにあわせまして、上長

田についても同じような方向で運行してまいろうというふうに思います。
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一つ問題になってくるのは、議員おっしゃいましたように接続ポイントの問題があるかなとい

うふうに思っています。今までは、金山で乗られたら米子まで乗りかえせずに運行できておりま

したので、今後、新しい再編の中では法勝寺で日ノ丸バスがとまるわけでございますので、金山

から出られたら一度法勝寺でおりていただいて、同じような接続のバスを御用意しますので日ノ

丸路線に乗っていただいて米子まで出ていただくといったような、ちょっと時間はかかるし一つ

作業がふえるというふうに思いますけれども、そういったことを含めて南さいはくエリアについ

ては今まで入ってなかった空白地域、バスが入っておりませんでした空白地域については今回の

デマンドバスで予約があれば入れますので、そういったところでいわゆる交通弱者といいますか、

そういった方のお手伝いができるんではないかなというふうに考えてます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございます。デマンド型っていうのは、先ほど課長が

言われたようにダイヤは決めていますけれども、乗る人がいる場合に走るということでございま

すか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。そのとおりです。基本、路線は走ります。

幹線といいますかね、東長田でいうと県道を走っていくわけですけれども、それに加えて予約が

あれば枝線にも入ってまいるというような流れでございます。枝線については、今のところバス

停を設けてバス停までの運行を考えているところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そうすると、例えば二桝に新たなバス停をつくる、八金に新たな

バス停をつくる、赤谷という意味ですね。それで、そういう今の枝線については、予約をいただ

いたときには行くけれども、そうでないところはじゃあ今までどおりお客さんがいようがいまい

が、上長田から大河内っていうか、ずっと早田という、その線はずっとお客がいろうがいまいが

走るっていうことですか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。今の段階の試案としては議員おっ

しゃるとおり、いてもいなくてもといいますか、定時定路線でございますので、そこはダイヤど

おりに走るという方向でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 済みません。ちょっとこないだも振興部の会長さんとかとお話し
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しまして、ちょっと何点か細かいことになるかもしれませんが、質問をさせてください。

上長田からデマンドバスが出る、金山からバスが出る、法勝寺が最終ですか。それが法勝寺で

乗り継ぎをするっていうことですので、法勝寺、小学生は朝の便で出るからいいんだよな。法勝

寺までしか行かないのか、住民のことを考えれば朝の便に乗って西伯病院に行くとか、お昼だっ

たら買い物に行くとかそういうことも考えられるんですけども、どこまで行くんですかっていう

こと。それと料金的なことはどうなんでしょうか。今のふれあいバスのように、一律幾らという

ふうに考えておられるのか。それから、済みません。いっぱいで申しわけないですけど、地域の

例えば入蔵にバス停に寄ってくださいって言ったときに、予約の電話なり、若い人ならスマホっ

ていうこともありますけど、その予約方式、１日前なのか２日前なのか、当日何時間前なのかと

いうようなことも含めてちょっと回答をいただけませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。御質問ありましたデマンドバスの

最終っていいますかね、上のほうから法勝寺のほうに向けての便ですけれども、今のところ検討

としてはポイント的には法勝寺とそれから病院にもできたら入りたいということと、阿賀までの

間ですよね。結局阿賀の丸合さんですか、あの辺までの間、できれば接続ポイントとしたいなと

いうふうに考えてますけども、あんまり数ふやしますと今度は迷われる方がいらっしゃるのかな

というふうに思っていますので、そこはちょっと今後検討してまいりたいというふうに思ってい

ます。

それから料金ですけれども、現在ふれあいバスが１回乗られると１５０円ということになって

おりますので、デマンドバスについても同様な１５０円ということで料金設定をさせていただき

たいというふうに思っています。

それからもう１点、予約ですけども、いろんな地域でいろんな予約方法ということで、先行し

た自治体ではスマートフォンであったり、パソコンから予約ができたりというような方法もあり

ますけれども、南部町、今回の計画ではお電話で予約をしていただこうかなというふうに思って

います。やはり高齢者でありますとか、そういった機器を使いなれないといいますかね、そうい

った方もいらっしゃるという現状がありますので、まずは電話での予約で受けてまいりたいとい

うふうに思います。それに当たりまして、予約について予約を受ける側の人も必要になりますの

で、そこは受けられる業者さんとの話ということになりますけれども、予約を受ける体制、１人

は確保してまいりたいというふうに考えています。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。
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○議員（２番 荊尾 芳之君） 何日前までの予約とされますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。失礼しました。予約については一応１日前

というふうにしておりますが、多分ニーズ的にはその日運行ぎりぎりまでしたほうがニーズ的に

は肝要かなというふうに思っています。ただ、バスが出てしまった後、予約が入るっていう状況

はちょっとおもしろくないかなというふうに思いますので、できるだけ直近までの予約という形

をとってまいりたいというふうに思いますが、これも今後検討させていただきたいというふうに

思っています。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。デマンドバスというのはうちだけなのか、そのデ

マンドバスというのは、今の幹線についてはそのままダイヤを決めて定時定路線っていうふうに。

ですので、例えば今度は米子から帰ってくる場合ですけれども、米子から帰ってくれば日ノ丸バ

スは法勝寺でおりて、そこでしばらく待っていれば町営バスが、デマンドバスが来て、じゃあ早

田まで帰りますっていえば早田ですし、済みません、赤谷に行きたいんですっていって、その中

で言えば、予約しなかったんですけどっていうことで、それはバスは行ってくれるもんなんでし

ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。帰りっていいますかね、上のほうに上のほ

うに上がる便でございますけれども、法勝寺で乗っていただいて、乗っていただくと同時に赤谷

まで入ってくださいって言われれば入るようになります。（「予約はない」と呼ぶ者あり）予約

はその時点でなくても大丈夫です、帰りの便につきましては。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 非常に住民にとっては乗りやすいんではないかなというふうに思

います。乗りかえポイント、法勝寺っていうふうに言われましたけど、やはり待つということに

なると、やはりバス停今もありますけど、冬の寒いときにバス停でずっと待つのも大変かなとい

うふうにも思いますし、今、法勝寺は複合施設という検討にも入っております。できれば乗りか

えポイントっていうところで、複合施設も使って乗りかえができるとか、国道の関係でバスの出

入りの関係とかがあるかもしれませんが、ぜひここは今のしあわせの前のバス停でとか、図書館

の前のバス停でっていうようなところではなくて、最初は仕方ないにしても少し御検討いただい

て、やっぱり住民の利便性がとれるような乗り継ぎポイント、乗り継ぎのバス停というところを
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御検討いただけたらなと、これはお願いです。そういう格好でお願いできたらなと思います。

福頼から高校生がバスに乗って出ます。高校生は定期券の補助とかもありますので定期券を持

ってます。そうすると朝８時までの、高校生は定期券を持ってますので、そのまま高校に行くの

に米子まで定期券で乗って出ます。ただ帰りは、バスは法勝寺までしか行かないわけです。その

定期券で法勝寺までは乗れるけど、それ以降はまた法勝寺から福頼まで１５０円という料金を払

わないけんのでしょうかね。それは教育委員会は、それも補助の対象に定期ということでしてい

ただけるんでしょうか。その辺、済みません、細かいことで。お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。議員さんおっしゃるとおり、帰り

の便は法勝寺まででとまります。その後デマンド型、先ほど言いましたように１５０円というこ

とになりますけれども、今考えていますのは日ノ丸バスの定期券を見せればある程度の、何とい

いますか、無料にするとか、帰りはね。そういったことも調整していく必要があるかなというふ

うに思っています。実際まだ日ノ丸さんとは話をしていない状況でございますけれども、二重の

負担が出るようなことは避けたいなというふうに、今のところ考えているとこでございますので、

御理解をいただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 料金的なことを言うと、どうしても少し負担はふえるのかなとい

うふうに思ってます。まだこれからの検討というふうに言われますので、もしもそういうことに

なれば高校生の通学定期補助というのも教育委員会のほうで２分の１ありますので、その辺もあ

わせてできるだけ今までの便利が残る、不便にならないという建前ですので、お願いしたいと思

います。

済みません。それともう一つ、町長の答弁の中にバスの利用キャンペーンとか免許返納者、あ

るいは高齢者に対しては配慮していかないといけないっていう答弁がありました。具体的に何か

お考えでしょうか、町長。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。冒頭の御挨拶の中で、高齢者の方が車の運転によっ

て亡くなられるという悲惨な事件もありましたので、真剣に考えなくちゃいけないと思ってます。

一方でどういうメリット、特典をどのぐらいの期間与えるのかということは、非常に財政だとか

そういう問題に与える影響もあると思いますので、この辺も慎重に近隣の市町村の実際やってる

動向だとか、こういうものもやはり考えていかなくちゃいけないだろうなと思っています。
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いずれにしましても、できるだけ早い時期にこういうことを皆さんに御紹介して、免許返納者

の一定の年齢、なかなか免許返納というのは厳しいことだということは重々承知していますけれ

ども、そういう気持ちになっていただく仕掛けづくりに頑張りたいなと思っています。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございます。

実質は来年の秋ということでございますので、ぜひそのあたりも考えていただいて、交通弱者

といわれる方の利便性がきちっと図られるようにしていっていただきたいと思います。済みませ

ん、もっと細かいことをいっぱい聞きたいことがあったんですけども、ちょっと時間の関係もあ

りますので、最後によりよいバス路線ということを。それとやっぱり残していくためには、住民

の協力っていうのが必ず、乗らんのにバスだけずっと走らせてよっていうわけにはならんと思い

ます。今までもいろんな路線が廃止になったり旧会見町もそうですし、西伯もそういう経過があ

ってきておりますので、やはり住民の皆さんと一緒に、そういうバス路線を維持していくという

ことも検討していく必要があるだと思います。今後ともよろしくお願いします。

農地中間管理機構のことについて、農業施策ということで町長から細かいところまで説明をし

ていただきました。ただやはり天津とか大国とかあるいは天萬のほうとか、そういう開けた構造

改善をしてある農地については誰も農業をしたがるというか、耕したがるというか、あると思い

ます。ただやっぱり、奥部の農地をやはりどう守っていくかということが非常に重要ではないか

なと思います。農地中間管理機構は確かに農地を守る、集約化するとはいいますけども、なかな

か奥部の農地を守るっていうところまで大きく考えた機構なのかなっていうところ、ちょっと疑

問に思っていますが、やはり奥部の農地を守っていくっていうことに対して、町長、どういうふ

うにお考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。この場でも何度も申し上げましたように、南部町の

里地里山を守るということはもうこれは農地を守る、それから山林をできるだけ手を入れるって

いうことにほかならないと思いますので、このことをとにかく住民の皆さんと共有したいと思っ

てます。あとはそれを誰が担い手となってやっていけるのか。さらには生産性の向上といいます

けれども、今の農地の中で１俵が１万∥０００円だとか１万∥０００円だとかっていう、こうい

うそこまで価格ありませんね、１万∥０００円だか、１万二、三千円ですか、そういう価格で一

般的にお米を生産しててもこれは暮らしていけないわけです。ですから、その生産性をどうやっ

て上げるのかっていうことだろうと思います。いわゆるどうやって高く販売していくのか、本当
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にお米しかないのかということを、もう少し行政も、それから地域の中でも知恵を出し合ってや

っていかなくちゃいけないと思ってます。この辺のありようがこれから先々を決めると思います

ので、私も円卓会議で各地域の皆様、区長さんやそれから農業の中心担い手になっていただく皆

さんと真剣に議論していきたいと思っています。まず南さいはくの皆さんと１０月にお会いして

円卓会議を始めようと思っていますので、そこの中でいろいろ厳しい御意見も多分出てくると思

います。その中でいただいた議論を私も持ち帰りまして、皆さんと知恵を絞っていきたい、この

ように思っています。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 最初の町長の答弁の中に、中間管理機構を使うことによって農地

の貸し借りの不正を防ぐだとかということもありました。今は農業委員会のほうに３町ですかね、

農地の貸し借りを農業委員会に申請をしてやってます。小さな農地といいますか、今の中間管理

機構のやる大きな農地っていうことにはならないかもしれませんけども、やはり我々中山間地の

直接支払い事業とか多面的機能の事業をやりながら、中山間直接支払いの目的として、つくれな

くなった人がいても集落の中で農地を守っていくということでそれぞれの集落、福頼もそうなん

ですけどもやっております。非常に法人だとか集落営農とかいうところは、国の補助だったり手

厚い補助があるんですけども、やはり小さな集落でそこまで至らない、いわゆる集団化とか共同

化というところで農地を荒らさないように、つくらなくなったところでモチ米をつくったりとか、

ソバをつくったりとかいうふうに集落の中で共同をしてやっている共同化、その至らないところ

の小さなところまで、何とかそこに町として何か支援をしていくような方法はないものでしょう

か。どうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。集落への支援ということだと思いますけれども、私

はやはり国の政策としてやはりこれ求めていかんといけんじゃないかと思っています。いわゆる

景色に対して、風景に対して日本のこれからの５０年、１００年を考えた場合に、田舎が荒廃し

てしまって日本で山間部、田舎に行けばとんでもない荒廃した日本を残すのか、それとも５０年、

１００年後もやはり農地が農地として瑞穂の国と呼ばれるようなその風景を残すのか、ここが一

番大事なところだろうと思っています。スイスはその風景に対して補助金を出してるというぐあ

いに言われますので、さらには生産性を上げて観光も含めて年収っていうんですか、収益が∥０

００万を超えるというようなそういうお国柄ですので、もう少しそういうものに山間部は同じな

わけでして、山間部のスイスができて日本ができないはずはないわけでして、そういうところを
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少し国に対しても言っていかなくちゃいけないだろうと思っています。

もう一方で、国の方針が変わるまで待つわけにもなりませんので、南さいはく地域やそれから

賀野もそうでしょう、そういう部分に対して、どういう付加価値を高めたものをつくっていくの

かということも大事だろうなと思っています。または、今ここは私の土地ですっていうような、

いわゆる土地の所有権という問題も、中間管理機構のシステムができて少し和らいできたと思い

ます。それから私の住んでいる猪小路もそうですけれども、余り今の土地の所有権ということを

強く言われなくなってまいりました。そのあたりで、もう少し可能なところは面積を集約化する、

それによって生産性を上げるということも必要になってくる場所も出てくるかもしれません。そ

の中でもやはり、何をつくったら生産性が上がって所得が上がるのかということが、やはりポイ

ントになるんだろうなと思っています。これまではお米を中心にやってきましたけれども、それ

以外に何らかの生産性を上げて収益につながるようなものはないかということを今後とも続けて

検討していく、このようなスタイルは引き続きとってまいりますので御理解いただきたいと思っ

ています。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 町長の言われることに同感ですし、ぜひ国に対しても言っていた

だきたいというふうに思います。だって、遊休農地に ８倍の固定資産税を上げるよなんて、お

どしじゃないですか。何でいきなりそういう農地をつくらない人には固定資産税上げて ８倍に

して集約化しなさいっていうのも、ちょっと正直これを聞いたときにどうかなって思ったんです

けど、皆さんはどうお考えでしょうかね。やはりそういう大規模にするばっかりを目指している

ようなふうにしか私には思えなかったもんで、腹が立って聞くわけじゃないですけど、実際この

農業委員会が８月から９月とか言われましたよね。そういうちょっとテクニックの話なんですけ

ど、そういう短い期間に町内の農振地域っていうことですけど、そんな広くはないかもしれませ

んが、毎年それをチェックして回るなんてことは具体的に可能でしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。農地を見てもらうのは９月の１３日、ことしは予定

をしております。農地パトロールということで出発式をさせていただきます。それ以降、各振興

区に分かれまして、９月と１０月の期間にそれぞれの振興区単位で各農業委員さん、最適化推進

委員さん中心に職員も一緒になり、関係の普及所ですとか、そういう農協さん、そういうところ

も一緒になって現地確認をさせていただきます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。
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○議員（２番 荊尾 芳之君） 南部町では、この ８倍に固定資産税をするっていう手法をとり

ますか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） いいですか。

○議長（秦 伊知郎君） 答えてください。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。 ８倍に制度のほうはなるわけなんですけれど、実

際は結局、遊休農地をなくしたいということと、国の政策としまして農地中間管理機構というも

のをつくるようになりました。その法律の穴っていうとなんですけど、一応農地中間管理機構を

通して遊休農地にならないように、農地中間管理機構を通せばそういった勧告とかいうことはし

ないというような今は制度になっております。 ８倍に……。先ほど町長が答弁をいたしました

けれど、農地のほうを確認をして遊休農地になりそうなところがありましたら、本人さんが自分

でやりますよ、管理しますよと言われるか、農地中間管理機構さんにじゃあお任せしますよと、

どちらかの選択をしていただくわけなんですけれども、その中で自分でしますよと言っておられ

て何にもされない場合につきましては勧告という手続、そういったほうに流れていくわけなんで

すが、中間管理機構にお任せをしますということが言われた場合、それでもう一応事務的にはス

トップするということになります。そこら辺のところを国のほうとしては施策として、農地中間

管理機構に誘導したいんではないんかなというところからそういうものがあるんではないかとい

うぐあいに考えておりまして、実際に ８倍になるということは現状では恐らくないんではない

かというぐあいに、私どもは考えております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そうすると、もう既に荒廃地になっている農地もありますよね。

それはあくまでも今、産業課長が言われたのはこれからの対策であって、もう既に荒廃地になっ

てしまったっていうところは、全くこの固定資産税 ８倍とかそういうことではないということ

でしょうか。南部町としても、そういうふうにやれば ８倍にはしませんよっていうことでしょ

うか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。既に農地のパトロールでいわゆる赤判定ですね、も

う農地ではないという判定をされた農地については、この ８倍になるという対象の農地という

ぐあいにはなりません。もうそういう農地は非農地証明、もう既に農地ではないというぐあいに

農業委員会も認めておりますので、そういう農地ではないということで対象ではないというぐあ
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いに思っていただければ結構です。補足しますと、これから農地をふやしたくない、いわゆる緑

と黄色という判定を初期、２段階、第１段階、第２段階、その辺のところをとにかくなくそうと

いう考えでおります。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございました。本当に農地を荒らしてしまうとイノシ

シのすみかになったり、有害鳥獣が出てきて稲を踏み荒らすとか、本当にいいことありません。

やっぱり今、課長言われたようにいろんな制度もありますし、現状としてやはりみんなで農地を

守っていくという姿勢、それから町長が言われました里地里山の環境も含めて、国に対しお願い

もせないけませんし、我々もそこを守っていくという認識をしていきたいというふうに思います。

ありがとうございます。

最後に、健康寿命ということで喫煙について上げております。現在、町長先ほど答弁いただい

たですが、今年度から新しい事業として予算化してありますけども、実際禁煙支援事業というの

がことしの予算化になりました。半年たってどうでしょうか、進捗状況とか成果とか、今後のこ

とについてちょっと教えていただけたらと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。禁煙に対する取り組みといたしましては、

今年度予算で３つ取り組みをしようとしているところでございます。議員がおっしゃいましたよ

うに、今の進捗状況はどうかということでございますが、まず１１月の１１日に集団健診を予定

しておりまして、そちらの中で喫煙に関する健康への影響ですとか、禁煙相談を行うようにして

おります。あと禁煙外来に受診される方の治療費の一部を助成するということですけども、こち

らのほうの広報がまだちょっと不足しておりまして、今後広報のほう充実して皆様のほうにお知

らせをしていこうと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 禁煙外来の治療費助成金は５万円の予算が組んでありまして、５

人ぐらいの人数が見込んであるんですが、この５人という人数は適正でしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。５人という人数が適正かということでござ

いますが、何分今年度初めて取りかかる事業でございまして、ちょっと古いんですけども平成２

７年度に町内の医療機関で約３０名ぐらいの方が禁煙外来を受診しておられます。その中で最後

まで禁煙にまで成功されたっていう方が約半数というふうには聞いております。そこからいいま
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すと５人が多いかといいますと、決して多い数字ではございませんけども、多分時間もかかりま

すし今後も継続して行いたい事業であると考えておりますので、今年度はまず５人ぐらいから取

りかかりたいと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。もう１点、インターネット禁煙マラソンという言

葉が出ましたけど、ちょっとわかりにくいので説明してもらえませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。禁煙をされる方が個人の方に頑張っていた

だくわけですけども、今皆さんいろいろパソコンとか携帯電話とか使われますので、そこの中で

定期的に禁煙に関する情報ですとか、あるいは頑張っておられる方に対する応援メッセージを送

ってもらうという仕組みでございます。こちらのほうの既に自治体でやっておられるところもあ

りまして、そちらを参考にして今年度取り組んでみようと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そうすると、禁煙をしようと、禁煙やりますというふうに手を挙

げると、インターネットを通じて頑張れ頑張れっていうふうに応援してくれるっていうことです

か。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。頑張ってくださいというメッセージですと

か、あるいは禁煙に関する情報ですとか、そういったことをわかりやすくアドバイスですとか、

そういったことをお送りするような仕組みだと聞いております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。ぜひ活用していただいて、成果が上がるようにお

願いしたいと思います。

最後に町長に、１０月１日からの庁舎内全面禁煙ということについてお伺いをします。西伯病

院は成功事例だというふうに思いますけれども、ただ病院は診療科がある関係でこれは必須でご

ざいますので、やらなければペナルティーがかかるというところで、現在、中前部長にも案内し

ていただきましたが、西伯病院は敷地内と敷地外をロープを張って、ここから中は吸っちゃいけ

ませんよというふうにロープが張ってあります。そこをきちっと皆さんが守って禁煙をやってお

られます。ただ、西伯病院の立地条件とこの法勝寺庁舎の立地条件がちょっと違うというか、ど

うかなというふうに考えております。北側といいますか、国道が走ってますので庁舎から出ると
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いうことは国道の歩道で吸うとか、前のほうに行けば銀行とか森林組合とかがあります。そうい

う出てっていうことになると町道のほうで吸うのか、もしくは国道の反対側には町道があります

けども民家もあるというように、この中でたばこは吸わないというふうに決めた場合、住民の人

も役場に来られることがあると思います。職員もそうです、議員もそうです。一番何がいけない

かっていうと受動喫煙というところを心配するわけですので、私としては全面禁煙賛成ですし、

ここをモデルとして全ての公共施設もしていかないといけないと思いますが、ゼロか１００かと

いうよりも町長、やはり分煙という、この場所できちっと決められた場所でたばこを吸ってくだ

さいね、そうするとほかの方に受動喫煙とか、そういう迷惑もかかりませんよというような駅と

か空港も実際そうなってます。ただ、今の流れとして敷地内全面禁煙ということは出ますけど、

ちょっとそこの辺がどういうふうにお考えなのか、お聞かせいただければと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。病院で敷地内禁煙したときも担当してましたので、

そのときの一番の議論は精神科の患者さんは、中に自動販売機もありました、精神科の患者さん

はたばこを吸うことは治療の一部なんだというのを認めるのか認めないのかっていう議論がもと

でした。その中である医師が、いや、やはりこれは近年そういう環境はよくない、患者さんのた

めにもよくないからやりましょうと１年かけていろいろな議論も踏まえながらやっていったわけ

でございます。まだまだ課題はたくさんあると思いますけれども、スタートのときにはいろいろ

な問題が必ず出てくると思います。今、課題に上っているのは、これをここの周りというのは、

役場がある周りというのはみんな庁舎群ですよね。公共施設がすこやかにしても天萬庁舎にして

もそういう場所があります。その中で敷地内禁煙にしたときに、じゃあどこで吸うのか、民地の

敷地の中で吸わせるのかというようなことになろうと思いますけれども、まだこれを具体的にじ

ゃあここにしようと、これはじゃあこれに対して公金、要は税金を使うべきなのかと。いや、た

ばこを吸う人たちが自前でじゃあするのかっていうこの議論がなかなか深まらないというのが私

のジレンマです。

私は、一定公共施設群の周りであれば税を投下しても、やはりたばこを吸わない人が煙によっ

て被曝するようなことがあってはならないような環境をつくらなくちゃいけないと思っています。

それをどこにどういうぐあいにしていくのかっていう、その住民合意をどうやってとっていくの

かということが大事でしょうし、その先々にはやはりたばこをできるだけ吸わないような社会と

いうのをつくっていかなくちゃいけないだろうなと思っています。

１０月１日にスタートしますけれども、極めて不十分な状況でスタートせざるを得ないなとい
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うぐあいに私は思っていますけれども、やはりスタートすることによって課題が明らかになり、

それをじゃあどうしていくのかという、これは知恵を働かさなくてはいけないだろうなと思って

いますので、議員もその風景を見ながら厳しい御意見を頂戴したいなと、このように思っていま

す。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 町長、やっぱり１０月１日からやるっていっとおなあわけですけ

ん、やってから考えというか、敷地からみんな追い出してしまってと言うのではなく、やはり１

０月１日からやるということで、私はさっきも言ったように分煙という方法がベストだと思って

ます。そこに町費を使うのかって言われれば町長と同じ意見です。ただ、もう非常に宣言が先に

走ってますので、どういうふうな格好になるかっていうところを心配してるとこです。ただ、同

僚議員が休憩時間にたばこを吸いに行きなって、ちょっと始まあじぇとかどこに行きなったって

いうわからんのが一番いけんと思うちょるですよ。ここにおおなあけんっていうのがいいじゃな

いかなと、そういうふうに思っております。おしかりを受けるかもしれませんけども、町民の皆

さん方の理解を得て、受動喫煙とかないようなそういう手だて、庁舎内全面禁煙というところに

もそういう配慮といいますか、していただけたら共存社会が保てるのではないかと思います。

（発言する者あり）いいでしょうか、町長。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁要ります。

○議員（２番 荊尾 芳之君） してください。お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。最終的にはそういう施設を建てることに対する合意

がとれれば、これ思い切ってやらなくちゃいけないだろうなと思います。ちなみに今、ちまたで

言われていることは、やはりこういう建物であれば屋上が一番煙突効果で抜けて、本当は一番分

煙になるんだということを今言われてますよね。ところが日本の場合には、これが屋内禁煙って

いうんですかね、一番最初にありました。一番最初はやったときに、屋内でたばこのそういうの

があったときには新聞紙上に報告しますよって、出しますよぐらいの厳しいおとがめでして、そ

こから建物内禁煙っていうのがスタートしました。昔に戻って屋上で吸ってくださいというわけ

にはならないわけですから、それに対してじゃあどこに吸うのかということを、これから現状を

見ていただきながら議会と十分な相談や、それからこの中でも会議を１日することもありますの

で、皆さんのまた御意見等も聞きながら職員とも対話を深めながら、決めていきたいとこのよう

に思っています。
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○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ぜひ御検討のほどお願いします。ありがとうございました。

以上で私の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で２番、荊尾芳之君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩入ります。再開は１１時２０分にします。

午前１１時０９分休憩

午前１１時２０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

先ほど荊尾議員の質問の中に、町長の答弁で町長のほうから訂正したい旨の申し出がありまし

たので許可をします。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほど荊尾議員の喫煙の課題の中で、受動喫煙の被

曝という表現をしましたけども、放射線ではありませんので暴露、受動喫煙者の暴露という表現

を、私はうっかり被曝という表現を使ってしまいました。訂正しておわびいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 訂正のほどよろしくお願いいたします。

続いて４番、長束博信君の質問を許します。

長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） ４番、長束博信です。議長より発言の許可をいただきましたので

通告に従いまして、以下の質問をいたします。

まず第１点目ですが、防災体制についてであります。災害時の備えについては、昨年の１２月

議会でも質問しましたが、鳥取県中部地震、それから九州北部豪雨、その他各地で発生している

さまざまな災害。同様な災害がこの南部町でもいつ発生するかわかりません。町の基本方針は、

災害に強いまちづくり、２つ目に災害に強い人づくり、３つ目に災害に強い体制づくりを掲げて

いますが、このたびの一般会計の監査報告書意見書の２番目にも上げられていますように、万が

一全国の各地に発生しているような災害が発生した場合、町民の安全安心をどのような体制で確

保していくのか、町長にお伺いいたします。

具体的には、南部町でも５０年に一度のような集中豪雨が１日か２日で降り、土砂崩れ、河川

氾濫などにより道路の寸断される災害が発生した場合、集落の町民安否情報の入手体制について
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順次構築していく話でありましたけれども、その後の進捗度合いについてお伺いします。

次に災害時、体が弱く、介護を要する人がどれくらいいるのかの状況を各集落で把握する要援

護者情報について、町全体で把握しておられましたけれども、その進捗度合いについてお伺いし

ます。

３つ目ですが、災害が発生した場合に、その災害の被害状況を把握するには、緊急かつ迅速を

要します。そのためには、近年全国各地で有効性が実証報告されていますが、現場を空中撮影で

きるドローンを配備する考えがないかお伺いします。

４つ目ですが、防災あるいは救助の観点から、消防車や救急車などが民家近くへ入っていく進

入路幅、道幅はどれぐらいが必要だと考えているのかお伺いをします。

質問の２点目ですが、原子力災害についてであります。島根県松江市にある中国電力島根原子

力発電所で、安全に関する協定が近郊の県や市で提携されていますが、３０キロを超える南部町

において、あってはならないが、万が一原子力事故等による放射性物質が放出となった場合を想

定したときの町としての対応策について、町長の見解をお伺いします。

具体的に１点目ですが、南部町と島根原子力発電所との地理的距離と影響度合いをどのように

認識しているのかお伺いをします。

次に、仮に避難しなければならない事態が発生した場合、避難に対する基本的な事項、これは

避難先やそれに伴う移動方法や避難する順序などですが、これらを把握、設定されているのかど

うか、またどのようにすべきなのかお伺いします。あわせて、放射能汚染に対する研修、事前準

備等について、これらもどう考えておられるのかお伺いします。

以上、壇上からの質問といたしますので、見解についてよろしく御回答いただきたくお願いし

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 長束議員の御質問にお答えしてまいります。

まず最初に、災害時において道路寸断となった集落住民の安否情報入手体制構築の進捗状況に

ついてでございます。町では、集落等が孤立状態となった際には、町からの一方的な発信手段で

ある防災行政無線や電話連絡などの通信手段、また、現場での目視による確認しかありませんで

したが、それらに加え、さらなる情報収集、情報発信を行うため、新たに２つの取り組みを進め

ております。

１つ目に、情報収集する新たな手段として、町ホームページに災害情報の通報ページを設けま

す。災害情報通報ページにつきましては、住民の皆様の御協力を得て、道路や河川の異常などの
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情報を、ホームページ上から通報していただく機能として、異常が発生した場所や状況などの情

報に加え、携帯電話やスマートフォンなどの位置情報つきの画像を添付していただくことで、異

常が発生した場所の特定や被害の規模の把握に関し、非常に効果的であると考えております。

２点目に、情報を今度は発信する新たな手段として、南部町版フェイスブックを立ち上げるよ

う現在進めております。南部町は、フェイスブックの運用方法につきましては、平常時には南部

町の魅力を伝える広報ツールとして、災害時には避難に関する情報や孤立状態となった住民及び

避難住民が必要とする物資などの緊急情報を発信するツールとして運用することで、行政からの

情報をより迅速かつ確実に伝えるとともに、情報の拡散効果にも期待しております。近年では、

一般の住民がフェイスブックやツイッター等のＳＮＳを活用し、刻々と変化する情報を数多く発

信されています。これらＳＮＳから発信される情報は、災害の現場やその近辺からの発信であっ

たり、場合によっては災害発生前後の時間経過に合わせて発信されますので、即日性を有する貴

重な情報源であると考えます。町におきましても、住民の皆さんからの情報やＳＮＳにより発信

される情報を積極的に収集、分析し、活用することで、住民への避難指示や被災者への支援によ

り、効果的な対応につなげていけるものと考えております。

さらに、今後の課題としては、議員の御質問にもありますドローンによる衛星電話の搬送でご

ざいます。現時点で、職員の中にドローンパイロットはおりませんので、町内もしくは関係企業

と連携し、町が所有する衛星携帯電話の搬送の可能性についても検証したいと考えております。

災害時、介護を要する各集落の要援護者情報についてお答えいたします。災害時において、自

助共助による必要な支援が受けられない要援護者を特定し、重点的に進める必要があります。そ

れに当たり、災害時要援護者の情報、住居の支援内容等を平常時から収集し、ファイル等で管理、

共有することが重要との判断から、南さいはく地域振興協議会内集落が、平成２８年度取り組ま

れました。本年度は、天津地域振興協議会内集落でも同様の取り組みを行っていただく方向で進

んでると聞いておりますので、今後全集落に広げられるよう努めてまいります。

また、町では、災害対策基本法の改正された平成２５年から避難行動要支援台帳システムを導

入し、管理、運用しております。登録対象者は、要介護認定３から５を受けていらっしゃる方、

身体障害者手帳１、２級の第１種を所持していらっしゃる方、療養手帳Ａを所持していらっしゃ

る方、精神障がい者保健福祉手帳１、２級を所持していらっしゃる方、そして民生委員、自治会

等関係組織からの情報による登録が必要と認められる方々、市町村長が特に必要と認める方々と

なっており、現在約９００人の登録がされております。このほかに６５歳以上の独居世帯を中心

に、高齢者のみ世帯の情報を地域包括支援センターや地区担当保健師が毎月更新しており、もし
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もの際に迅速に対応できるようにしております。今後、地区担当保健師が各地区で戸別訪問を行

い、現在の台帳等の対象外の方で支援の必要な方の把握に取り組みたいと考えております。

ドローンの活用方法についての御質問にお答えいたします。災害時のドローンの活用について

は、前段でも触れましたとおり、有効な手段の一つと考えています。例えば災害が発生し、道路

が寸断され、集落が孤立状態になり、長期化しますと食料や衣服、衣料品などの物質の不足が予

想されます。その際にドローンが活用すれば、空路での物資輸送が可能となります。また、ドロ

ーンに搭載されたカメラで、山崩れの状況などを上空からリアルタイムで、かつ安全に収集する

ことができます。ドローンは可能性を秘めた技術であり、災害時には非常に有効な手段の一つと

考えます。航空法１３２条３では、災害時においては捜索救助を目的とした際には許可は不要と

なっていますが、日没から日の出までの飛行、肉眼による目視範囲外のような飛行、第三者や第

三者の建物、車両から３０メートル未満の飛行、多数の人が集まる催し場所の上空での飛行、危

険物の輸送、ドローンからの物の投下などが規制されており、許可が必要となっている一方、操

作するにおいても飛行経験も必要となってきますので、万が一の災害時の際にドローンパイロッ

トとして協力いただける人の確保等が必要でございます。

防災あるいは救助の観点から、民家への進入路幅はどのぐらいが必要かとの御質問についてで

ございますが、現在米子消防署管内での緊急車両の中では、救助工作車の車幅２メーター５０セ

ンチ、全長８メーター、消防自動車につきましては、車幅２メーター３０センチ、全長６メータ

ー、救急車につきましては、車幅１メーター９０センチ、全長 ５メーターとなっています。町

内全ての道路を走行することはできませんが、火災発生時にはホース延長並びに可搬ポンプによ

り消火活動を行います。災害時につきましては、コミュニティーに根差して取り組む地区防災、

すなわち自主防災組織が役が担っていくものと考えます。地域をよく知っているからこそ、細や

かな対応ができ、現場近くにいるからこそ迅速な対応ができるというメリットを持っているから

でございます。大規模災害時に救出作業が必要な場合には、これまでの経験等から、リヤカーの

資機材を有効に活用し、活動することが特に有効だと、このように言われております。今後も活

動への関心を持ってもらうための情報の提供を行い、参加のきっかけづくりをしていく必要があ

ると考えております。

続きまして、原子力災害についてでございます。１番目の南部町と島根原子力発電所との地理

的距離と影響度合いをどのように認識してるかについてでございますが、原子力規制委員会が定

める原子力災害対策指針に基づき、島根原子力発電所からおおむね３０キロメートルが緊急時防

護措置を準備する区域、いわゆるＵＰＺに定められています。ＵＰＺでは、平時から住民等への
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対策の周知、住民等への迅速な連絡手段確保、緊急時モニタリング体制の整備、原子力防災に特

有の資機材等の整備が行われています。原子力災害が発生した場合は、専門的知見を有する原子

力規制委員会が、施設の状況や放射性物質の放出状況等を踏まえて、屋内退避や避難などを判断

することになっています。これは、ＵＰＺ外についても同様でございます。県の地域防災計画な

どでは、ＵＰＺにかかわらずそのときに必要な地域に必要な措置を行うこととなっております。

ただ、ＵＰＺ外については既存の防災体制を活用し、県とも連携して行うこととなっておる点が

違う点でございます。

南部町は、約３４キロメートルから約４６キロメートル離れており、ＵＰＺ外ですが、万が一

の事故の場合はＵＰＺと同様に南部町にも屋内退避が指示されることとなります。このため県の

原子力防災訓練にも参加しているところでございます。福島第一原発事故では、３０キロメート

ル以上離れた場所でも高い放射線量が測定されるなどのことがありましたので、町におきまして

も、今後も県と連携し、原子力災害にも既存の防災体制の整備を引き続き進めていきます。

続きまして、避難に対する基本的な事項が把握されてるかの御質問ですが、原子力災害では、

施設から距離に応じて放射線の影響が異なることから、距離に応じた防災体制を行うことになり

ます。町においても、原子力規制委員会の必要性の判断に基づき、屋内退避を行い、その後国が

行う緊急時モニタリングの結果に基づき、必要ならば避難等が指示されることになります。その

際、避難が必要な場合においても、関係機関と協力して必要な応急対策を行うようにと考えてい

ます。既存の防災対策を活用することが求められることから、町民への情報の伝達、避難所の開

設、運営など、引き続き訓練していき、どんな場合にも対応できる防災体制の整備を引き続き進

めてまいります。仮に町外への避難が必要となったときは、県と連携して行うことになります。

なお、近年大規模な災害が発生していることから、防災対策のより実効性を高めるため、西部町

村と連携していくことが必要と考えています。避難所の開設、運営訓練につきましては、昨年度

より西部７町村と共同訓練を行っております。

放射能汚染に対する研修、事前準備等についての御質問についてですが、原子力災害の特徴は、

見えない、におわない、五感で感じられないなどの特徴があるため、放射線に対する知識と資機

材が必要であると言われています。また、風水害などの一般災害と違い、原子力災害は一度起こ

ると影響が大きく、決して起こしてはならない災害であり、万が一発生したときは迅速かつ的確

な対応が求められます。このため自然災害と違い、災害対応から学ぶことができないため、原子

力災害対策では、平素から研修や訓練を積み重ねることが大変重要になっています。町では、万

が一の場合に備え、県が行う放射線の研修会や原子力防災訓練に一般職員や保健師など参加させ、
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知識の取得に努めています。万が一の災害においては、放射線の防護対策、放射線の測定、町民

からの相談にも対応できるものと考えています。また、広域の被害が出た場合に備え、西部７町

村で避難所開設、運営訓練を初めとした各種防災対策に共同でこれからも取り組んでまいります

ので、よろしくお願いいたしたいと思います。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君の再質問を許します。

長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 長束です。いろいろと回答いただきましてありがとうございます。

再質問になりますけど、体制の問題ですけれども、自主防災組織というのを、今、組織してお

りますが、これが平成２８年５月の時点で組織率が８６％というのを伺っておりますが、その後、

この組織がふえたかどうかというのを、ちょっと確認したいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。長束議員の御質問にお答えをさせていただきま

す。５月の時点、８６％というお話をさせていただいたと思いますが、それは、平成１２年の西

部地震以降、全町で８６％の自主防災組織が確立されたという御報告をさせていただいたと思い

ます。ですが、８６％ありますけれども、これは中で活動しておられる自主防は、私、ちょっと

把握は全てはしておりませんが、多分少ないというふうに考えております。

３年前から説明会等回っておりますが、大体１０集落に１集落程度が、後から役場のほうに来

られまして、自主防の確立をしたいということで、結構細にわたって、いろんな要援護者の取り

組みとか、訓練とかの御相談を受けてるというのが今現状でございますので、自主防災が全ての

集落で確立できたというふうにはまだなってないなというふうに思っております。以上でござい

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） まだ全部できてないということですけれども、今後どういうふう

に進めていかれるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。今後でございますが、実は３年前から、この説

明会等のお話をさせていただいております。各評議会、年に１回の評議会の場で、ここ２年ほど

は評議会の場に出させていただいた上で、この説明会等の依頼をさせていただきました。ちょっ

と今年度は申しわけございません。説明会等行かなかったという経緯がございます。ですが、今
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も町長申しましたように、未曽有の災害等、今後も発生する可能性が十分に出てくるというふう

に思っております。それと後年後におきましては、残っている集落等について、一軒一軒でもお

願いしていこうかなというふうにも考えておるのが現状でございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 長束です。災害時の情報入手で、先ほど町長は入手方法では、ホ

ームページの通報ページを開設するというお話でございましたけれど、これのみで情報が入手で

きるとは思いませんが、私が先ほど言いました自主防災組織といいますか、いろんな自治会、そ

れから民生委員さん、いろいろありますけれど、組織の中でそういう情報の収集がどういうふう

にされていくのか、そういう説明があるのかなと思ったんですが、なかったので、再度確認した

いと。いろんなところから情報を入手しないと対応できないので、多分いろんな組織あろうかと

思いますが、どういうふうにやられるのか確認したいと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。入手方法ということでございますが、今現在、

地域防災計画の中では、各集落の区長さんと町とで連絡体制を密にするというふうになっており

ます。それによりまして、各集落の中には民生委員さん等もおられると思います。ですから、区

長さんを通じて、こちらのほうに連絡が来るというふうな計画にはなっておるのが現状でござい

ます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 区長さんを通じて、情報入手ということですけれども、日中、例

えば区長さんがどっかに出かけられる場合は多々あるかと思います。そういう場合とか、あるい

は夜もですけれど、そういう場合も含めた情報入手体制がどういうふうになっているのか、私は

非常にここを心配しておりまして、ぜひこの情報入手、区長さんだけに押しつけるんではなくて、

何かそういう連立といったらおかしいんですけども、この場合は並列の情報入手みたいな組織体

制であってほしいなというふうに思ってますので一度御検討、区長さんを通じてのみじゃなくて、

もう一回その辺をぜひ検討いただきたいなと。それから、先ほど言いました未組織のところ、一

つずつでもということでしたけれど、このように災害があちこちで発生してますんで、ぜひとも

強力に推し進めていただきたいなというふうに思っております。

それから、災害時の要援護者のお話ですが、先ほどの町長の答弁では、台帳を制作しておられ

るということで、この台帳の情報が各集落のほうで共有されておられるのかどうか、今、行政の

ほうで情報収集、まとめておられるんですけれど、これが各集落のところに、その情報がちゃん
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と行き渡るっていったらあれですけれど、共有されて、災害時に要援護者の救出、あるいはその

ような対応がとれるようになってるのかどうかをちょっとお伺いします。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。要援護者台帳が今既にあります。９００人ぐら

いはあります。実は、これの利用方法なんですが、南さいはく、昨年要援護者の取り組みを行い

ました。その際に、これが最近ちょっと古いもんでしたから、それをもとに要援護者の取り組み

を行っております。それをもとにさせていただいた上で、各集落で区長さんを初め、民生委員さ

ん等と交えまして、それについての協議をしていただき、要援護者の取り組みを行ったというこ

とでございます。これにつきまして、今も町長申しました天津振興協議会のほうで、今年度また

この取り組みを進めていきたいというふうにも言っておられますので、またその際には、この要

援護者台帳等を使わせていただきたいなというふうに思っております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 長束です。要援護者は、台帳によってといいますか、そういう情

報に基づいて援護されるんでしょうけれど、具体的にどんなふうに援護をされるのかなというふ

うに、ちょっと疑問を持っております。どなたがどのようにどこへみたいな感じだろうと思うん

ですが、こういうことについてどういうふうにしておられる、想定というか設定、確認をしてま

す。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。勘違いがあるといけませんので、先ほどの台帳は、

災害救助法の改正によって行政が集めなければならない情報でございます。したがいまして、こ

れは住民の方とふだん共有することはできません。個人情報がありますので、この９００名の方

は誰なのかということは共有できないところは、現在の一つの壁になっているところです。した

がいまして、今、防災監が言いましたように、各集落の中で個人の、うちにはこういう援護者が

いるよということは、自己申告をしていただかなくてはいけないというところが、町長としては

悩みなわけでございます。したがって、各集落や地域の中で一つ一つこつこつとつくっていく、

その中に民生委員さんが入られたり、町の保健師が入っていただいて、その中で、いや、こうい

うタイプの方おられませんかというところまでがぎりぎりの線でございまして、あそこにどなた

がおられるというところまでは言えないところでございます。したがいまして、このものを各集

落でつくらない限りは、ふだんの火災の消防であったり、災害であったり、こういうことを今な

かなか利用できない、いざ、災害になったときには、町長がこの情報を公開をして、こういう方
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がおられるから助けなくちゃいけないという、災害本部で一番に使わなくてはいけない、こうい

う流れになっているところでございます。御理解いただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） そうしますと、系統的には２つみたいなことになるわけですね。

いわゆる集落での情報収集しているマップといったらおかしいですけど、集落内の要援護者が１

０名なら１０名おられると、町のほうで把握しておられる情報が１０名なのか１８名なのか、そ

れは合致しない可能性が高いということですね、そういうことですね。

そうした場合に、ちょっと確認ですけれども、援護される方の援助する際ですけれど、その補

助具といいますか、体が動かなければ担架であったり、車椅子であったり、先ほども出ましたリ

ヤカーみたいな、こういうものの準備といいますか、この辺はどういうふうに進捗といいますか、

準備段階だろうと思うんですが、どういうふうになっているのかお聞きしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。今現在、支え合い事業という事業がございます。

これは、防災マップ作成等がございますけども、訓練等ございますけども、支え合い事業により

まして１０万の補助金を出すようになっております。今までも各集落、集落数はちょっと数は覚

えてませんが、結構担架とか、リヤカー、ヘルメット等を御購入され、防災のためにしておられ

る集落は最近ふえてきているのが現状でございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） わかりました。そういう各集落に準備したいという要望があれば、

そういうふうに補助金を出していくと、こういうことでございますね。だから、各集落でリヤカ

ーを準備するだとか、担架を用意すると、そういうことですね、わかりました。

それで、もう一つといいますか、避難先になろうかと思うんです。避難する先の備品といいま

すか、環境といいますか、その辺の整備といいますか、この辺はどうなのかな、車椅子でもし避

難をさせようと思うと、例えば小学校に避難しますといったときに、そこで階段があって、段差

があって入れない、せっかく避難したのにというようなことがなきにしもあらずなので、この辺

の環境整備といいますか備品、備品といえばいろいろありますけれど、この辺についてちょっと

どういうふうになっているのかお伺いしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。備品、整備、多々あります。ちょっと今、議員

のおっしゃいました車椅子等で上がる際の困難はどういったものがあるかというのを、そこまで
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まだそろえておりません。ただ、お子様を連れてこられた方、母乳を与えないけない場所等のた

めに、そういうようなちっちゃなテント、それ専用のテントとか、それとかいろんな段ボールベ

ッド等もございますが、そういったものとか、下に敷くマット等、毎年ではございますが、少し

ずつでございますが、そういった備品等の整備をしているのが現状でございます。以上でござい

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） ありがとうございます。少しずつでもそろえていっていただきた

いなと。実は、情報なんぶ、これいただきました。ここに、避難場所が掲載、避難所一覧という

ことで、２２カ所ですか、掲げておられますので、何かあったときにこちらのほうに避難するわ

けですけれど、ここの環境がぜひそろってないと、いろんな面で苦情があったりなんかするんで

はないかなというふうに思いますので、ぜひそろえていってほしいなというふうに思います。

特に、近年といいますか、最近防災月間、９月ですので、このことが新聞紙上でもかなり取り

上げられています。特に多いのがトイレですか、トイレの状況、皆さん御承知かと思いますけれ

ども、鳥取県は非常にようないですね、新聞紙上では。それからもう一つは、ちょっとかけ離れ

ますけれど、町長、最初に言われました自家発電の普及率といいますか、何かあったときに自家

発電の準備がないというようなことが、鳥取県は新聞によりますと１３％ということで、かなり

島根に次いで４番目に低かった、こういうふうに出ております。これ新聞の情報ですが、そうい

うことで、一番には役場でしょうけれど、対策本部のぜひこの辺も検討に入れていただいて、避

難した先が電源がない、こういうようなことがなくなってもできるように、ぜひ整備していって

いただきたいなというふうに思っております。

それから、避難について、ちょっと一言ですが、各集落も避難をやっていかないと、多分やあ

いったときに、なかなか避難できないと思うので、この辺の指導といいますか、いざというとき

にできないんで計画的な、例えば西伯と会見側で年間何地区とか、例えばそういう指導もぜひや

っていただきたいなと、年に１回じゃなくて各集落でやってくれというような要望でも、そのと

きにあわせて、例えば備品を備えつけてあげるとか、そういうことをやっていかないと、多分身

につかないだろうというふうに思いますので、この辺の検討をいただくとありがたいなというふ

うに思ってます。

次の質問に行きます。ドローンの件ですけれど、町長のほうから大変有効だという回答いただ

きました。ありがとうございます。私は、非常にこの有効性を高く評価しております。といいま

すのが、人命救助の際に、遭難された方がおられて、広い山をどの谷かわからないというので、
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ドローンでずうっと調べていって、最終的に絞り込んでいって、結局その人は助かったんですが、

時間短縮といいますか、緊急性を要するものに非常に役に立ったというテレビ報道がありまして、

私も確かにそのとおりだなというふうに思っています。実は、災害ばっかりではなくて、御承知

のとおり、山林であるとか、河川であるとか、谷合いの集落、農地、この辺さまざまな調査がで

きるわけです。この災害のみにしても絞るんではなくて、行政全体としてのドローンがあれば非

常に効果的といいますか、役に立つんじゃないかなというふうに私は思います。どうも今のとこ

ろ購入する考えはないようでございますけれど、関連企業さん協力を得てという町長の答弁です

けれど、いざというときに飛ばせない、協力ができるのかどうか、そういう確約があるのかどう

か、ちょっと確認をします。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。今先ほど町長申しました町内の方々に御協力い

ただいた上でドローンを飛ばすという方向で今進んでおります。契約とか、まだそういったもの

は結んではおりませんが、そういった格好で、町内の方何名か資格を有する方おられるようでご

ざいますので、そういった方に早急にそういった格好にした上でドローンの依頼を、いざ災害等

が発生した場合にはお願いしようかというふうに考えているのが現状でございます。以上でござ

います。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 私は、行政としてやはり、またそういうのがないとぐあい悪いん

じゃないか、もうこの時代です。何でもかんでも民間委託みたいなことになっちゃぐあい悪いん

じゃないか、これは、行政が主体的に取り組んで、その情報を入手する、こういうことをしない

限り、全部情報お任せの状態で、判断が非常に遅くなったり、対応がまずかったりしたときには、

非常に後でまた問題起きたときに困るんじゃないかなと、私は思うんですよね。農業関係でもか

なりドローンを使えば、一々足を踏み入れて山の中入らんでも、空撮である程度できるわけです。

目安をつけた上で現地に入るというようなことは十分可能なんですね。非常に効率がいいわけで

す。ぜひ検討していただくとありがたいなというように思ってます。ナラ枯れなんかも、どんど

ん範囲が広まって、下から見とったってわからんわけですね。そうすると、空からずっと一発で

見ればわかるわけですからね。こういうようなことを、ぜひ検討していただきたいなというふう

に思ってます。

次に、道路の件ですけれど、集落の奥といいますか、西伯のほうもたくさんあります。道幅が

狭いところがございます。先ほど町長のほうから、消防車や救急車の幅といいますか、説明があ
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りましたけれど、狭い道だと、消防車は入れませんね、先ほど言いました最低でも２メーター３

０センチですか。真っすぐでそれですからね。若干ちょっとカーブを曲がるともう入れませんね。

どういうんでしょうか、当たってしまって落ちてしまうということですから、ちょっと心配だな

というふうに思ってます。何が言いたいかというと、私はひとつ生活道路で、今の生活道路です、

赤線というのがありますね。赤線の処置といいますか、この辺は町民に十分周知されておられる

んでしょうかね。もう災害につけて、ちょっと余談な話になりますけれど。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。生活道路、赤線ということの限定のお話のようです

けども、生活にふだん使われている家の周りの道です。建設課のほうでは、生活道路支援事業と

いう事業がございまして、これは町道であったり、日常的に関係者の方が、複数の方が生活で使

われてる、あるいは公民館等や集会所に至る道路について、御関係者の皆様で整備していただく、

それに対する支援をするという事業がございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 生活道路の支援というのはいいんです、その赤線というやつにつ

いて、ちょっと考え方といいますか、お聞かせください。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。赤線全般ということになると思うんですけども、集

落があって、民家があって、そこに行く道というのは、ほぼ日常的に使われて生活道路だと思っ

ております。それについては、建設課のほうで所管しております生活道路支援事業というものを

御利用いただいて、整備したり、日常管理ということになりますと、草刈りであったり、側溝の

掃除だったり、やっぱりこれも利用されてる方々でやっていただくということになると思います。

それと、それ以外の赤線については、田畑、あるいは山の中のものもございます。荒れていて、

崩れたりということもございますけども、やはりこちらは利用される、受益といいますか、利用

される受益の方々の日常管理のほうでお願いしてるところでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 長束です。さっき赤線のままだと受益者が補修なりなんなりをす

れば、そこに多少の補助があると、こういうことですかね。そういう論法ですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。赤線、いわゆる里道でございますけども、日常的に

使われてるということですね、生活のために使われてるということに限定しておりますので、農
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地のためだけとか、農地の中にある、山の中にあるというものには、こちらの事業は該当はさせ

ておりません。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） ちょっと質問の仕方、まずいなと思います。要は、その民家の方

が利用されてる道路はそういう道路なんですが、そこに至るまでが、いわゆる田んぼがあるわけ

ですね。田んぼがあって、そこの赤線の道路ですが、結局狭いんですわね。私が言いたいのは、

そこに防災の観点からすると、消防車も入れない、救急車も入れないということで、その道路を、

例えば行政側から拡幅みたいなことが可能なのかどうかというのを確認したいと、こういう話で

す。単純に言うとそういうことで、ちょっと質問の仕方がまずかったです。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。近いところまで話はいってるんですけども、最後の

合致部分がなかなか合ってないようです。赤道と呼ばれてた里道は、法定外公共財産といわれま

して、青線や赤線はもともとは国の所管でした。でも実質の管理責任は町に置かれてたというこ

とで、非常に課題もあったものですけれども、平成の十四、五年ぐらいのところで、その財産権

を各市町村に希望があれば渡すということになってますので、この南部町の中での有効な赤道、

青線というのは、多分町の所管になってるんではないかなと思っています。

その中で、今度は町道機能というものと、それから、そうではなくて個人資産だった、個人が

使う里道という２つに今度は分かれると思います。複数の方が利用するところで必要性を認めた

場合に、町道として認定をし、議会の議決で交付金を使いながら管理をしていくというのが、長

い間行われてきましたけれども、そうは言いながらも、今、議員が言われたように、地域の中で

は重大な課題のある道だと、こういう課題はこれまでもずっとこの議場の中でも議論されてきた

ところだと思います。この課題解決に地域の皆さんが力を合わせながらされるのであれば、町は

そこに交付金を使おうという条件で、里道というんですか、皆さんが使われる道であるというこ

とを、地域が認めた場合に補助金を出そうと、補助をしましょうという制度を設けております。

これが今、田子課長が言った制度だろうと思います。そのケース、ケースによって、いや、地域

の皆さんが山作業に入る部分にまで、こういうことはなかなかできませんし、地域の皆さんがそ

こで暮らし、生活に直結してるんだということを地域の皆さんが認めて、じゃあ、みんなで少し

汗でもかこうやという同意がとられれば、今まで町道でなかったところについても、道路の拡幅

であったり、舗装であったり、そういう整備の道を開いたものでございます。

詳細については、私も具体的な部分がわかりませんけれども、そういう道であっても方法はあ
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るということだけ回答させていただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 方法は何かあるということですので、ちょっと私もこれを、任期

が終わり次第、この辺の確認をしていきたいというふうに思ってます。

次に、時間の関係ありますが、原子力の関係ですけれど、町長も先ほど言われてました３４キ

ロメートルですか、島根原発から。私、実は放射能汚染、これ皆さん見られたと思うんですけれ

ど、こういう放射能汚染の度合いを示してるものです。これは、政府が文部科学省の公表データ

に基づいて作成されたものですけれど、これは、２０１１年１２月、９カ月たった後の放射能の

量です。しかもこれ地上から１メーターぐらいのところです。ですから、地表だとまだかなりも

っと高くなるんですけれど、この距離でいきますと、３０キロは優に入ってますが、これで１マ

イクロシーベルト、これを見ると、５０キロ、１００キロまでいくと、大体入ってますね、１マ

イクロシーベルト、毎時、１時間にこれぐらい被曝している、それだけ放射線が出てると、この

地図なんです。これを、我が鳥取県、島根県原発から風で、御承知と思いますが、３０キロちょ

っとですね、南部町は。５０キロいうと、この西部町村が全部入ります、圏域が。大体西風が多

いですから、何かあると西風がどんどん流れていきます。そうすると、範囲がもっとこっちの東

のほうへ広がっていく可能性が非常に高い。私はこのように認識しておりますんで、あってはな

りませんけれど、もし万が一あったときの場合にはどうすりゃええかいなというふうに思って、

町長のほうにお伺いをしたところでございます。

したがいまして、ぜひこの辺の、県とやっておられるということですけれども、県にもし万が

一のときの対応、やっぱりある程度方向性といいますか、持っとかないといけないのではないか

なというふうに、マニュアルみたいなのは、まずあるのかどうか、ちょっとお聞きします。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。町ではマニュアルというのはありません。持っ

ておりません。ですが、先ほどもお話のように、３０キロ圏内につきましては、原子力規制庁等

から訓練等の依頼が来てるようでして、町民一丸となって訓練等をしているのが現状です。

この南部町でございますが、実は、今、議員がおっしゃいますように、風向き等によっては汚

染される可能性も十分にあるかなというふうに思いますが、実は駐車場の下にモニタリングポス

トというのがございます。これは、原発等で事故が発生した場合には、放射能等の量をはかる機

械でございますが、これが西部管内では、うちと大山と日野振興、３つ、米子市、境港はござい

ますけども、米子市、境港を抜いたところでは３カ所のモニタリングポストという機械がござい
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ます。帰って見ていただければ、下の駐車場のとこにございます。それをもとに原発等によって

した場合には、国のほうが緊急事態宣言等を発令し、県を通して町に来て、そういった状況等も

すぐ、モニタリングポストから行く情報等も入るようにもなっているのが現状でございます。

あとよくお聞きになってます安定ヨウ素剤というお話もございます。そういった場合、安定ヨ

ウ素剤、今この南部町には保管しておりません。ですが、米子市、境港については、ある施設ご

とには保管してあると聞いております。もし風等により放射線等がこっち来た場合、安定ヨウ素

剤はどうするかということでございますが、実は、厚生病院と福祉保健局に全て３０キロ圏外の

町村のヨウ素剤はもう既に保管していると聞いております。昨年も、昨年かな、おととしかな、

県の防災訓練の際に、西伯病院にヨウ素剤を運ぶ訓練等もしているのが現状でございます。それ

によりまして、ちょっと町ではそういったマニュアルは作成しておりませんが、県を主体として

そのような防災、こういう原子力に対する訓練等をしているのが現状でございます。以上でござ

います。

○議長（秦 伊知郎君） 長束博信君。

○議員（４番 長束 博信君） 済みません。準備してないということですけれど、それに似合っ

たようなものは入手できると思いますので、ぜひ入手されて、いざというときに勉強していただ

きたいなと思ってます。といいますのは、放射能に関する町民が、その認識といいますか、知識

といいますか、福島原発の事故があったので、かなり皆さん知っておられますけども、その基本

的なところの放射能とはどんなものかとか、汚染されたらどうなるかとか、あるいは人体の影響

はどうなるんだとか、それから、汚染の確認方法はどうするんだとか、こんなような情報がひと

つ町民に知らせていただけるとありがたいなというふうに私思っているんです。そうしないと、

いわゆる不安ばっかり今、町民は持っておられる、ですから、こういうふうにすればいいよとか、

こういうふうになった場合はこういうふうにしましょうとか、何かそういう指針みたいなのが、

情報ですけども、そういうのがあると非常にいいかなと。最近、近隣国で情勢が緊迫しておりま

すけれども、こういう事故がないとも限りませんので、少なくともそういう情報が町民に情報発

信していただくとありがたいなというふうに指摘をしておきたいなと思っています。

一つ要望ですけれど、ここに、南部の広報誌で、防災訓練のために、はぐったところですけど、

非常にすばらしいのが掲載してあります。私はいいなと思ってますが、いかんせん、ちょっと文

字がちっちゃい。おわかりかと思いますけれど、利用したい人が多分、何か拡大鏡で見ないけん

ような、極端にいうと、これ倍ぐらいの大きさでもいいかなというふうに私思います。せっかく

お金を使うんで、こういうのはやっぱりしっかりスペースをとって、安全に関することですので、
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ぜひこういうのはけちらずにやっていただくとありがたいなと。見とっても、どこへ行くだ、読

めんなとかいってこうやって、お年寄りは絶対読めんですわ。何だい、読めんなと。いうことを

お願いをしておきたいなと。

町長が、議会開会時の冒頭に報告されました、７月１日に防災訓練で課題や初動について指摘

されておられます。もう一つ、最近各地で発生しているような災害が南部町でも発生したときに

は、人命を守ることを第一にしていくことが大切だというふうに思ってます。そのための情報入

手、それから、その後の救助等の体制づくり、これについてはたくさんやることがあると思いま

すが、可能なこと、それからできることから整えていっていくことが必要だろうというふうに思

いますので、こういうことを訴えまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、４番、長束博信君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとりたいと思います。再開は１時３０分からにしますので、

よろしくお願いします。

午後０時１９分休憩

午後１時３０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

７番、仲田司朗君の質問を許します。

７番、仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） ７番、仲田司朗でございます。議長のお許しを得ましたので、通

告どおり、２点について質問させていただきます。

まず最初は、健康長寿のまちづくりの一環とした１００歳体操普及啓発事業についてでありま

す。町長の３月議会の提案説明の中に、健康長寿のまちづくりに挑戦すると表明され、その具体

的な取り組みがこのたびの事業でありますが、具体的にどのように展開していこうとされようと

してるのか伺います。

１つ、１００歳体操普及啓発事業の内容について、いつからどのように実施されようとしてる

のでしょうか。

２つ目、今まで地域に出かけて、いきいきサロン等で伯耆の国や健康福祉課で行っていた体操

等はどのようにされようとしているのでしょうか。
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３番目、町民の生活習慣病の現状調査について、糖尿病と脂質異常症の薬を飲んでいる人が県

内で一番多いし、高血圧の薬を飲んでる人は県内で２番目に多いなどという目を疑う内容が報告

されていますが、原因はなぜなのでしょうか。おわかりいただければ教えていただきたいと思い

ます。

そして、４番目、１００歳体操普及啓発事業と健康診断だけで、健康寿命を延ばすことができ

るのでしょうか。伺います。

続きまして、障がい者福祉行政施策についてであります。社会福祉法人鳥取県厚生事業団、西

部やまと園が来年の４月、本体を米子市に移し、現在の入所されている６０名のうち４０名を米

子市に移転し、残り２０名を町内で新たにグループホームとして建設することになり、現在工事

がなされております。このような状況についてお伺いします。

１つ、移転するに当たった経過について説明をお聞かせください。

２番目、移転に当たって、西部やまと園からの町内での建設場所等について相談があったので

しょうか。

３番目、町内で新たに建設されるグループホームの概要について、わかる範囲内で御説明くだ

さい。

４番目、施設に入所されている４０名の方が転出されることになりますが、これに伴いまして、

地方財政のマイナス面があるのでしょうか。特に地方交付税等がわかりましたら教えていただき

たいと思います。

５番目、障がい等ということで、これはハンディキャップという捉え方をさせていただきたい

と思いますが、ハンディキャップのある方が自立して生活できる場として、今以上に集団生活が

できる場所がふえてくると思うんですが、その対応策について考えておられるのでしょうか。

６番目、ハンディキャップの方が自立して生活できる場として、現在利用されていない空き家

の町営住宅を活用したらいかがなもんでしょうか。

壇上から、以上について質問をさせていただきます。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 仲田議員の御質問にお答えしてまいります。

まず最初に、１００歳体操普及啓発事業の実施につきまして御説明したいと思います。今回補

正予算をお願いしておりますので、承認いただくならば、１０月から取りかかりたいと考えてお

ります。ぜひ集会所、公民館などを利用して、御近所の仲間を誘って１００歳体操を行ってくだ

さい。詳細については、健康福祉課に御連絡いただきたいと思います。西伯病院の理学療法士な
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ど専門スタッフの協力も得ながら、この運動による効果について、評価や運動の普及、検証など

を通じて、普及について構築してまいりたいと考えています。

次に、既にある予防教室との整合性についてでございます。６月に細田議員の御質問にお答え

しましたように、現在健康づくり、運動機能向上、介護予防、認知症予防等を目的としたさまざ

まな運動教室を開催しております。これらの運動教室と将来、いきいき１００歳体操に集約する

方向で整理をしたいと考えておりますが、現在の運動教室の利用者の意向を確認しながら、受託

事業者とも協議を進めてまいります。

次に、町民の生活習慣病の現状について、原因はなぜなのかというお尋ねについてお答えいた

します。議員から御指摘の生活習慣病の現状は、昨年度の健康増進員の総会で配付させていただ

いた資料に掲載されているものでございます。南部町は、平成２７年３月に協会けんぽ鳥取支部

と健康づくり事業に取り組む連携協定を締結しました。医療費、特定健診結果の情報を共有でき

るようになりましたので、昨年度より活用しております。生活習慣病の現状について、原因を探

るために、保健所も交えて検討を積み重ね、生活習慣に関する問診の回答と検査データを突き合

わせてみましたが、相関関係は見られませんでした。このように明確な原因について分析ができ

ていないのが現在の現状でございます。

そこで、今年度新たな取り組みとして、町民∥８００人に対して、食に関するアンケートを実

施し、食の観点から原因を探る計画をしているところでございます。結果については、鳥取短期

大学、鳥取大学医学部にも御協力いただき、集計、分析を行う予定にしており、ここから見えて

きた健康課題に取り組むことで、健康寿命の延伸に効果的な食育、健康施策につなげたいと考え

ております。

最後に、１００歳体操の普及啓発事業と健康診断だけで、健康寿命を延ばすことができるのか

というお尋ねについてでございます。先ほど生活習慣病の現状についてお答えしましたとおり、

生活習慣病の改善には食習慣と運動習慣の影響が大きいと言われております。南部町の健康に関

するデータにおいて、生活習慣病の厳しい現状も出ておりますが、その多くは既に治療中の方や

健診未受診者の方の状況と推察されます。治療されてる方は、医療機関において適切な指導を受

けておられると思いますが、健診未受診者の方への対応は課題だと考えております。生活習慣病

の中には、自覚症状が出たときには既に重症化してる場合がありますので、まず御自身の健康状

態を把握していただくことが重要です。したがいまして、健康診断未受診者への受診勧奨や健康

情報の提供などは、今後も根気よく継続いたします。また、運動習慣も生活習慣病の改善に欠か

せないものです。運動を続けることは筋力低下を防ぎ、転倒を予防し、介護状態や認知症の予防
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に効果があると言われていますので、１００歳体操もぜひ活用していただきたいと思います。

あわせて体操を活用して、集落や御近所で集まるきっかけづくりにしていただきたいという思

いもあります。ぜひ歩いていけるぐらいの範囲で、誘い合い、近所の方が集まって運動に取り組

み、その後お話をされたりして、閉じこもり予防や日中のお互いの見守りの仕組みづくりなどが

できると、より地域で安心して生活ができるのではないでしょうか。健康診断で健康状態の把握、

運動で健康づくり、参加することで楽しみを見つけていただき、いつまでも住みなれた地域で自

分らしく暮らし続けていただけるように、町は引き続き健康に関する情報の提供や健康教育に取

り組み、健康長寿のまちづくりを推進してまいりたいと考えております。

続きまして、障がい者福祉行政政策についての御質問にお答えいたします。

まず初めに、移転するに至った経過について説明を求めるという御質問を頂戴いたしました。

平成２８年１月に社会福祉法人鳥取県厚生事業団より、西部やまと園の建てかえ計画について報

告がありました。建てかえ計画の経緯ですが、現在施設が抱える問題として４点、１つ、築３５

年を経過し、たえることのない湿気による建物の著しい老朽化、２つ、利用者の高齢化、重度化

及び障がいの多様化に対応できない構造、３点目、敷地全体が土砂災害警戒区域内、４点目、県

からの無償貸与の敷地が平成２７年４月から有償化になったことなどが上げられています。この

ような状況の中で、事業団としても町内に移転し、建てかえで検討を始められ、また本町として

も引き続き町内で運営していただきたいことを伝えましたが、事業団全体の計画の中で、建設に

必要な財源の確保など、さまざまな検討を重ねた結果、町内での６０名の全面移転ではなく、現

在の計画である米子市内の事業団の所有地内に４０名の障がい者支援施設を、町内に２０名の障

がい者グループホームを建設することとなったようでございます。

次に、西部やまと園から、町内の建設場所の相談があったのかについてお答えします。建設場

所についてですが、公式に相談はなかったと思いますが、話の中で県有地や町有地での考えはど

うかという助言はいたしましたが、事業団が利用者やその家族の利便性などさまざまな事項につ

いて検討し、候補地の調査、選定を行い、直接地権者に用地交渉をされ、現在の場所に決定され

たようです。

次に、町内で新たに建設するグループホームの概要について説明を求めるについてお答えしま

す。新たに建設されるグループホームですが、木造２階建てで、１棟当たり１０名が入居でき、

男性用、女性用各１棟ずつ建設される予定です。あわせて同敷地内に日中活動のできる建物が併

設されると聞いております。

次に、御質問の施設に入所されている４０名の方が転出することによる町財政のマイナス面は
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についてでございます。やまと園入所者の方の転出による財政面の影響についてですが、一般的

に人口減に伴う歳入の減少は避けられませんので、議員御指摘の今回の件について交付税の影響

は避けられないものと考えます。平成２９年７月末時点で、やまと園入所者の数は４６世帯、４

６名、本町に住所をお持ちです。平成２９年度の普通交付税額の算定をもとに計算しますと、約

８５０万円の減額になると考えられます。ただ、町内に新たに２０名規模のグループホームの開

設が計画されていますので、新たに２０名の方が入所いただいたと仮定いたしますと、影響額は

４８０万円の減額となる試算となります。また、やまと園は西伯病院を協力医療機関にしていた

だいていますので、病院収益にも影響が考えられるところでございます。

次に、町内に障がいのある方が多く、自立して生活できる場として、今以上に集団生活ができ

る場所がふえてくると思うが、その対応策はについてお答えをします。議員の言われるとおり、

グループホームなど、障がいのある方が自立して生活できる場は、障がいのある方の地域移行の

観点から今後ますますふえてくると思われます。現状としては、社会福祉法人など、事業者が責

任を持って地域住民に対し丁寧に説明をし、十分理解を得てから地域内にグループホームを開設

してるところでございます。今年６月の鳥取県議会において、鳥取県民みんなで進める障がい者

が暮らしやすい社会づくり条例、通称あいサポート条例でございますが、これが可決、成立し、

先日９月１日から施行されました。この条例の基本方針の中には、全ての県民が障がい及び障が

い者に対する理解を深める、障がいを理由とする差別の解消を図る、そして、地域社会において

障がい者が自分らしく、安心して生活することができるようにすると明記されています。このあ

いサポート条例を通じて、町でも周知、普及啓発を行い、あいサポート運動をより一層推進する

ことなど、皆さんに障がい及び障がい者についてより理解を深めていく努力が必要であると考え

ております。

最後に、障がいのある方が自立した生活できる場として、現在利用されていない空き家の町営

住宅を活用したらについてお答えをします。この件については、南部町町営住宅条例第２４条の

２に、社会福祉法人等へ町が認可することにより、グループホームとして使用可能となることが

明記されています。現在県営住宅では法勝寺団地に１戸、鳥取県厚生事業団が利用してる実態が

ございます。町としては、町営住宅の管理に支障のない範囲内で社会福祉法人等からの申請があ

れば、法令にのっとり許可をする考えでございます。以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君の再質問を許します。

仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうも答弁ありがとうございました。
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私は、この１００歳体操という、町長の提案の中でこういう普及をすることによって、それが

誰でもどこでもやれる運動、そしてそれが憩いの場になることによって、笑顔のある町ができる

ということは、私は大賛成であります。その中で、今の１０月から実施されるということでござ

いますから、すぐこの議会が終わったら実施されるということになるわけでございますけれども、

先ほどもございましたように、町長のほうから、現在健康づくり等でいろいろやっておられる事

業の中の、特に体操関係が一元化できるのはすぐにはできにくいということもございます。それ

はなぜかというと、今までそういう体操の中でいろいろ皆様方が何年もやっておられたり、ある

いは自分たちがそれでやっておられるということあります。それを生かしながら、それとは別に

新たにこういう打ち出していただいていくという格好でございますので、将来的には一元化にな

るかと思いますけれども、公民館活動とか、そういうような格好でいろんなジャンルで広げてい

くというのがやっぱりふえていくんじゃないかなと思うんで、その辺についてはどうなんでしょ

うか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。細田議員が６月議会だったですかね、御質問いただ

きました。そのときにもお答えしましたけれども、今やっておられるその体操についても、全て

これは町が直接的、間接的に補助金を出してやってるものでございます。私もどのぐらいの種目

をやってるのかわからないほど、いろいろな部門で、それぞれの受けた団体がその団体固有の運

動を展開してるのが今の現状でございます。これでは、なかなか効果検証であったり、今後町の

方針としてどういう運動や、どういう機能強化を図っていくのが効果的なのかということはなか

なか検証していったり、進めるのかとめるのかが難しい段階に来てるなというのが、その原因だ

と思っています。今長い間、そういう運動もされてきた皆さんのお気持ちも考えれば、急激に変

えることはできませんけれども、少しずつでも町の方針としてこういう方向でいくんだというこ

とをお示ししながら、皆さんに御理解をいただいていきたい、まずはそういう段階から踏まえな

がら、少しずつでも町の方針として明らかにすることによって、皆さんが向かう方向を定めてい

ただきたいという考えでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） とかくそういうのを一元化するときに、若干トラブル的なものが

ある場合があるかもしれませんので、その辺のところはやっぱり御理解いただかないと、一つの

物事が進まないと思いますので、その辺はぜひお願いをしたいと思います。

それに伴いまして、健康診断を未受診しておられる方が多いということがあります。その中で、
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ただ健康診断、これは特に人間ドックも含めてですが、毎年受けているから大丈夫、あるいはが

ん検診で異常がないから大丈夫という方が結構おられるんですね。ある一定基準までは症状が進

行しないと、病名がつかなくて異常なしとか経過観察、検査結果があるまではわからないという

のが今の現状じゃないかと思うんで、その点についてはどう考えておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。検診でございますけども、議員がおっしゃ

いましたように、やはり毎年受けていただくということがまず一番大事だと思っております。経

年によります体の変化ですとか、あるいは検査の値の変化というものを、専門の先生方に見てい

ただくことで、御本人の健康状態が一番よくわかると思います。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） その検診の関係なんですけれども、実は、病気の早期発見、早期

治療にはとても大切なんですね。でも、それ以前の段階で日常生活の中で小さな症状を見逃すこ

とがあるわけで、予防していくことが一番重要ではないかなと思うんです。例えば胃がんの発症

状況も、あるテレビで放映しておりましたけれども、初年度は米粒一つですね、ところが１０年

ぐらいたつと、これがこういう大きくなるわけです。ところが、米粒一つ、二つあってもこれは、

検診では全然出てこない、だから１年に１回検診受けたからといって、それが間違いとかじゃな

くて、症状もありません、それから実際に見ることもできないというのが今の医療業界の常識に

なっておるわけでございます。

そういう状況の中で、私は１年に１回の、受けない人が多いということもあるわけですけれど

も、もう少し突っ込んでいくと、月に１回程度の、例えば簡単な人間ドックというような、やっ

ぱり生活習慣のチェックだとか、あるいは体内状態のチェックというものをやって、毎月変わっ

てくるということが一番必要になってくるんじゃないか、なぜかというと、実際に自分にわから

ないから受けてるのか、受けなくてもいいんじゃないというのがある、データが出てこないわけ

です。その検診のときだけ、１年に１回の検診のときのデータしかないわけです。でも、それは

その当時の結果でしかないわけです。予防ということはそれまでにならないための予防ではない

かなと思うんですが、その辺についてはどのような考えをしておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。検診を毎月ということが、やはり検診とい

えども、採血なり、レントゲンなり、体に多少の負担がかかると思いますので、現在は医療機関

のほうでも最低１年に１回、万が一御本人さんが調子がどこかちょっと悪い、気がつかれたとこ
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ろがあれば、実際に治療に行っていただくということになりますので、予防につきましては、予

防に心がけていただくことが何よりは大事でございますけども、検診という形では最低１年に１

回受けていただくことが理想的だと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 実は、これは経済産業省のほうから出とるものでございますが、

これは企業が中心で、従業員の健康管理ということについてやってる健康管理、健康づくりの推

進というところがありますけれども、これは、医療費の軽減というのではなくて、生産性の向上

だとか、従業員の創造性の向上とか、企業イメージの向上という効果で、企業におけるリスクマ

ネジメントというものが重要ということで、従業員の健康管理ということを主体にしてるわけで

す。その中に、何がやられているのかといいますと、実際には、健康というものについて、従業

員が、例えば不健康だ、どうなるかということは、従業員が慢性的な疾患などで不健康なまま働

き続けることで、仕事の生産性が低下を招く、また注意力が下がることで事故、トラブルがつな

がる、あるいは従業員が病気で働けなくなったら、病気による長期欠勤が生じることで、本人へ

の給料の支払いがなくなったり、代替要員を補填することに伴う増加、人員不足が発生すること

で、企業の信頼やイメージ低下につながるというようなことが表記されております。これは、経

済産業省のほうで、今の厚生労働省とは直接はないかもしれませんが、これを、従業員を地域住

民の皆さんと置きかえて、そして、経営者というのが町という考え方なら、やっぱり健康管理と

いうものをきちっとやっていかなければいけないのではないか、そのためには、病気にならない

ために、どう施策するかということを、ここでうたってるわけです。

経済産業省のほうでは、健康経営という捉え方で、毎月従業員の健康をチェックしながら、何

もしなかったら３年先にはどうなりますかというようなことも出してるわけです。月１回の人間

ドックというのは簡単な人間ドックで、生活習慣病のチェックをというのは、例えば生活習慣病

とか現在の症状、問診、あるいは体内状況のチェック点、体脂肪とか、内脂肪だとか、基礎代謝

とか、筋肉量とか、血流とか、肌年齢の測定、これは、実際に今でも保健師さんがよく公民館の

お祭りだとか、あるいは今ボランティアフェスティバル等で出かけておられると思いますけれど

も、やっぱりそういうものが毎月人それぞれの１カ月単位の進みチェックというようなことをし

ながら、本当に予防に力を入れていって、実際にそれがどう反映するかという、やっぱり数字を

見て喜んでいく、そして、それが生活に反映するというような、そういう発想に予防というもの

を変えていって、その中で、この体操なりもすると、いい効果が上がるのではないかと私は思う

んですが、その辺はどうなんでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康経営の考え方ということで、いろいろな中小企業の皆様も

企業の生産性を高めるために、従業員さんの健康管理というのは重要だということをおっしゃっ

てるということは、私も聞いております。確かに議員がおっしゃるように、住民の皆様に置きか

えても、そういったことも言えると思いますけども、町でも、まちの保健室等で保健師が出かけ

ていって、住民の皆様の健康の相談を受けたりもしておりますので、そういった場も活用してい

ただきながら、また御自身で健康に対する意欲の高い方は、お医者様の指導もあると思いますけ

ども、御自身で血圧をはかられたりとか、注意をされてる方もあると思います。そういったこと

はどんどん進めていただきたいなと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） なぜこの予防について、私が力点してるかといいますと、検診と

いうのは、先ほど言いましたように、その当時の自分の体しかないんですね。つまり結果でしか

ないわけです。そこで、例えば糖尿病です。あるいは高血圧ですって言うと、あとはお医者さん

によって対症療法しかないわけです。予防ではないわけですね。予防というのは、それ以前のと

ころが予防だと私は思います。ですから、そのためにはやっぱりこの体操とセットになって、予

防のやり方というものをしていかないと、本当に健康寿命を延ばすということになるには、疾患

があっても、要は寝たきりにならないためにするものでは、私はないかなと思うんですが、その

辺はどうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。運動をこれから１００歳体操を中心に、皆

さんにお知らせをしていきますけども、その中でも、やはりそういった健康に関する情報とかも

あわせてお示しをしていきたいと思っております。おっしゃるように、予防ということは非常に

大事なことですし、ただ、健康診断を受けられて、そのときだけの状態だっていうふうに、今お

っしゃいましたけども、それまでの状況も先生方のほうは見られますし、その後の必要な指導と

かもきちんとしていただきます。そのきっかけになるのは、まずは健康診断を受けていただくと

いうことが、まず大事だと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 一つの例でございますが、まず車を運転する方は、ブレーキのき

かない車には乗りたくないはずです。なぜなら、ブレーキがきかないと事故を起こす原因になる

からですね。車検に出して整備してもらうときに、整備工場でブレーキの調子が悪いけどどうし
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ますかって聞かれたら、そのままでいいですって答えるかというと、きっとそういうことはない

と思います。ですから、やっぱり最近疲れやすいとか、眠れないとか、体調が悪いとか、年齢を

感じるとか、手足の冷えだとか、腰痛だとか、便秘だとか、下痢とか、憂鬱など、日常生活の中

でよく感じるこれらの症状、それなのに健康診断や人間ドックでは異常なし、あるいは経過観察

と言われたけれども、自覚症状がそれなりにないとか、あるいは、健康診断や人間ドックでは異

常なし、あるいは経過観察と言われるけども、体の細胞が何か起こっているんじゃないかという

ことを、やっぱり疑っていくべきじゃないかと思います。

そのためにも、私はそういう予防というものを、体操の普及することと同時に、保健師も出て

いただくということで、それは、今までまちの保健室ということでやっておられることについて

は大変評価するわけですけれども、もっと突っ込んだ捉え方をしていかないと、今の県内で１番

だ、２番だったって、ビリからの１番か２番ならいいんですけれども、何か余りにも生活習慣の

体質が悪いということを、もっと踏み込んでいかなければいけないんじゃないかな、そのために

は生活習慣病の改善対策本部なんていう極端なものを立ち上げてでも、もっと改善する方向をし

ていったほうがいいんじゃないか、そういうことを私は思うんですが、いかがなもんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。非常に積極的な御意見もいただきました。ありがと

うございます。検診といえども、やはり医療的な要素でございますので、数を多くすればするほ

ど、やはり受けられる人の御負担や体に対する影響もあると思います。ＣＴを年に何回受けるの

かという御議論もあったように、やはりリスクとお持ちの体の負担と、それから、それに対する

効果、病気を見つける効果のバランスじゃないかなと思っています。

議員のおっしゃっておられることについては、町としましては、できるだけかかりつけ医等を

設けて、御自分の健康に不安があったときに、または異変があったときに、すぐ相談ができるよ

うな、そういう医療と少し近い関係をつくるということが、やはり必要だろうと思います。きょ

う申しました数字は、先ほど答弁させていただきましたけれども、医療のデータから持ってきて

ますので、多分既に医療にかかっておられる方の数字だと思います。私ども、その方たちはもう

無視するわけじゃありませんけど、その方たちは少なくとも医療にかかってますので、幾ら県下

で１番だとか、２番っていうことであっても、一つは医療にかかっておられる安心感が私は持っ

ていますが、その背景にはやはり何らかがないと、こういうことにはならないと思うわけです。

それが、一つには食習慣にもあったり、生活習慣にもありはしないかということで、今回∥８０

０名の方々のアンケート調査もして、その原因を探ろうということを考えています。
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みずからの健康に対して注意を払うということは、先ほどの議員のおっしゃったように、それ

が全て行政が毎月毎月検診ということを続けるということは、言うことはたやすいですけれども、

御本人の皆さんの負担だとか、現実にやっていただけるかどうかというのは難しいわけでして、

何よりも今まで検診なんかしたことがないという方々に、ぜひとも一度検診を受けていただく、

または医療機関を受診いただく、これがやはり今の一番大きな課題ではないかなと思ってるとこ

ろでございます。それに対して、特別なチームを組むということは否定するもんではございませ

んけども、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） やっぱり健康寿命を延ばす、そして、寝たきりにならない人たち

を多くする、やっぱりこれが一つの町の財政にもよくなります。例えば糖尿病からリスクして、

ここにも人工透析をする方もふえている、そういう状況で、例えば人工透析をされるお一人の方

に医療費が幾らかかっておるか御存じでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 休憩します。

午後２時０７分休憩

午後２時０８分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開します。

健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。手元に資料がございませんので、正確なこ

とではございませんが、四、五百万円ではないかと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） やっぱり健康寿命がよくなればなるほど、医療費が安くなるわけ

で、来年の１０月ですか、国保が逆に言えば、県に一本化されるといいましても、医療費がどん

どん下がるわけです。そういう方がかかる人が少なくなれば、ですから、健康寿命というものを

大いに展開することによって、寝たきりにならない、そして、そういう疾患にならないような予

防をしていくということになれば、医療費がどんどんどんどん下がるし、そして、その分逆に言

えばほかにお金を町の財政を使うことができるわけです。それ以外の福祉だとか、あるいは、例

えば観光の残ったお金。ですから、そういう面でもぜひ私は、この健康寿命というものは大いに

そういう展開をしていかなければいけないので、ぜひ進めていただきたいんですけれども、やっ

ぱり一つのものの観点ではなくて、住民の暮らしを守るためにも病気になりづらい体づくりとい
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うものを、ぜひ展開していただくようにお願いをして、まず、この健康づくりのものにつきまし

ては、終わらせていただきたいと思います。

続きまして、障がい者福祉行政施策についてでございますが、これは、西部やまと園のことで

ございますけれども、昭和５５年でしたか、西部やまと園の開設が１９８０年、昭和５５年６月

に当時の西伯町長の磯田俊二氏が誘致されたと、私は理解しているとこで、そのため私は、一企

業として捉えるなら、町にとって、一つの企業が撤退するということで、大きな町財政の減収が

あるだろうと思って、このたびどの程度の減収があるのですかということで質問させていただい

たわけでございますが、そういう状況の中で、新しくグループホームが２０戸建てられるところ

でございますが、やっぱり減収しても地元雇用をできるだけ要請していくということがあろうか

と思うんですが、それについては、何か要請行動でもしておられるのでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 福祉事務所長、岡田光政君。

○福祉事務所長（岡田 光政君） 福祉事務所長です。職員の方に関してですけれども、現在やま

と園に勤めておられる職員の方は当然おられますので、そちらの方のほうが振り分けといいます

か、米子の新しい施設もできますので、そちらのほうに異動されたりとかということになると思

いますので、私のほうではちょっとどういう状況かというのは、特にわかりません。

○議長（秦 伊知郎君） ７番、仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） ぜひ町のほうに要請したいのは、新しくできるグループホームに

も、特に地元に施設ができますので、先ほど福祉事務所長のほうから振り分けをされるというこ

ともございますけれども、それ以外にもいろんな世話人さんだとか、あるいはパートの方とか、

いろんな方が捉まえてこられると思います。そこでは、実際に食生活の絡みも出てくるんではな

いかなと思うわけでございますので、ぜひ町のほうからもやまと園のほうに働きかけをしていた

だいて、地元雇用をお願いしたり、そこから食材の関係についても、ぜひ取り扱っていただくよ

うな要請をしていただきたいと思いますが、その辺についてはいかがなもんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 福祉事務所長、岡田光政君。

○福祉事務所長（岡田 光政君） 福祉事務所長です。グループホームのほうでは、入居される方

が御自分で調理等もされますので、特にいわゆる給食とか、そういうような関係はないと思って

おります。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） わかりました。では、あとはどうしてもスタッフの方につきまし

ては、ぜひ雇用に向けた要請をしていただきたいというように思いますので、その辺については、
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再度確認ですが、お願いできますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。福祉職場は、慢性的に職員が足りない状態が続いて

います。そういう意味では、多分要請もあると思いますけれども、またお声かけしながらやって

みたいと思いますけれども、そういう職場に、まずは町内の皆さんが勤めて、または働いてみて

いただくという御意思が一番大事だろうと思いますけど、声はかけてみたいと、このように思い

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） それから、最後でございますけれども、特にこういうハンディキ

ャップのお持ちの方の医療とか、あるいは福祉というのは、福祉事務所が窓口だと思うんですが、

例えば就労支援の窓口というのは福祉事務所なのでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 福祉事務所長、岡田光政君。

○福祉事務所長（岡田 光政君） 福祉事務所長です。福祉事務所のほうで窓口もしておりますし、

直接ハローワークのほうに相談される方も当然おると思いますので、以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 意外とこの就労とか、そういうところが特にハンディキャップの

ある方の窓口というのが、まとまっていればいいんですけれども、窓口はいろんなところに分散

してるというのが今までの行政の窓口だったと思うんです。特にこれからの、先ほど町長が言い

ましたあいサポート条例とか、あるいは共生社会というような中で、一緒になってするためにも

なっていく、そういうときの就労とか、そういういろんな多岐にわたる窓口というのは、やっぱ

り一本化したほうがいいのではないか、それは、私は包括とか、あるいは、そういうまとめたと

ころに一つ置いて、そこで何でもできるそういう体制というのが、多分県でもそういうのを望ん

でるんじゃないかと思うんです。何か、たらい回しじゃありませんけど、いや、仕事では、医療

はあっちです、福祉はこっちですっていうような格好では、私はいけないんじゃないかなと思う

んです。ですから、一本化をしたような格好での対応のあり方というのが今後必要になってくる

とは思うんですが、特に就労支援のＡ型、Ｂ型なんていうのにつきましては、なかなか情報が得

られにくいところもありますし、やっぱり地域の様子も見ながら取り組んでいったほうがいいの

じゃないかなと私は思いますが、いかがなもんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。就労支援のＡ、Ｂの話が今出ましたけれども、鳥取県内を初
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め、日本財団が今、一生懸命その単価を全国一にしようという運動をして、私もそれに対して非

常に感銘を受けております。その中で、今、障がい者の皆さんの就労の場というのがふえました

けれども、どちらかというと取り合い、障がい者の皆さんを労働として取り合いが起きてますよ

ね。なかなかその就労Ａというのが広がらないということ、就労Ｂについては、奪い合いの状態

にあるということを少し気がかりに思っています。お気軽に、今のデザイン機構であっても、そ

こでもうわかると思いますし、南部町にはいろいろなチャンネルがあると思いますので、健常者

と何ら変わらずに就労の相談をどんどんしていただければいいと、このように思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございました。特にこういうハンディキャップ

のある方は、医療技術が進歩したり、あるいは福祉制度が発達すればするほどいろんな格好で、

特に、私も高齢になってくると、今までは見えなかったものが出てきたりするもんでございます。

ですから、共生社会の中でいかにお互いに助け合い、そして、一緒に生活ができる、そういう町

をつくっていかなければいけないと思いますので、ぜひそういう面では、行政のほうからでも御

支援できるような体制づくりというのを今後ともお願いして、私の質問を終わらさせていただき

たいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁要りますか。

○議員（７番 仲田 司朗君） あれば、お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁、町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。共生社会の実現のために、南部町で何をどうやって

いくのか、地域包括ケアは高齢者のためばっかりではありませんで、障がい者の皆さんがやっぱ

り暮らしやすい町をつくるということは、健常者にとっても間違いなく暮らしやすい町になるわ

けでして、議員のおっしゃるとおり全力を挙げて、そういうまちづくりのために頑張りたいと思

います。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、７番、仲田司朗君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩に入ります。再開は２時４０分にします。よろしくお願いい

たします。

午後２時１９分休憩

午後２時４０分再開
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○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

続いて、８番、板井隆君の質問を許します。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井隆です。議長よりお許しをいただきましたので、本日

最後の質問です。よろしくお願いをいたします。

質問は、移住・交流施策のあり方についてであります。地方創生の大きな目玉である大都市か

ら田舎へ移住する施策は、南部町でも推進をしているところです。早稲田大学、宮口侗廸名誉教

授は「いい形の移住と求められる地域の姿勢」と題し、このように言っておられます。移住には

４つのタイプがある。１つ目、定年退職後をＵターンの人も含め、田舎でのんびり暮らすタイプ。

ただ、私が知ってる限りではのんびり過ごすばかりではなく、御両親が介護とかになり、帰って

くる方も含まれるんではないかなというふうにも思っております。また、２つ目としては、農林

業や都市にはない田舎の生きるわざに価値観を見出し、それを生きるわざによって、みずからの

人生を大きく変えようとするタイプです。そして、３つ目、既にみずから身につけているわざや

スキルを持ち込んで、そこになかった分野の仕事で生きようとするタイプ。そして、４つ目とし

て、都市での子育ての困難さから望ましい子育て環境を求めて移住する、この４つのパターン。

南部町も、若者から退職後のＵＩターンを含め、新しい生活環境を求める方へのさまざまな支援

を行っている状況でもあります。

地方の自治体の経済価値は都市に対抗できない分、人と人が支え合うという社会的価値をしっ

かり育てていることで、地域の価値を高めることができると提言されております。そこで、我が

町が進めている移住・定住対策についての現状と課題、今後の方針について伺います。

１つ目、町の人口推移の動向について。

２つ目、これまでの移住・定住に対する現状と課題について。

３つ目、空き家借り上げ一括事業の現状と課題について。

そして、先ほど４つのパターンを言いました、定年退職後をＵターンを含めて田舎に帰ってく

る、こういった方々の支援について。

５つ目、農林業や都市にはない田舎の生きるわざの価値を見出して移住をされる。この辺につ

いては、地域おこし協力隊について、協力隊員の現状と受け入れ態勢と隊員の反応と地域との交

流をどのように感じているのかお聞きしたいと思います。

６番目、既にみずから身につけているわざやスキルを移住の場所で発揮する、この内容につい

ては、南部町版ＣＣＲＣにも当てはまると思い、この現状について伺いをいたします。
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７つ目、大都市での子供・子育ての困難から、望ましい子育て環境を求めて移住するタイプの

方、この方々の子育て支援を含めて、南部町におられる子供・子育ての方も含めて、２８年度決

算における効果とさらなる充実で、若者定住をふやしていけばという思いで、対策について質問

をさせていただきます。

そして、最後に、移住者と地域との交流について、地域振興協議会は大きな役割を背負ってい

ってるというふうに思っております。地域振興協議会会長を初め、地域支援員との連絡、連携な

どについて伺います。

以上、少し多くて８点もありますけれど、この場での伺いとし、答弁の後、再質問をしたいと

思います。どうぞよろしくお願いをいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 板井議員の御質問にお答えしてまいります。

移住・交流施策の現状と今後のあり方についてということで、町の人口推移の動向についてか

ら、まずお話をさせていただきたいと思います。総務省が公表しております住民基本台帳に基づ

く人口動態資料によりますと、南部町の平成２９年１月１日付、人口は１万∥１８４人であり、

前年度比較で５９人の人口減となっております。また、鳥取県人口移動調査により、人口減の要

因を分析しますと、出生と死亡の差であります自然増減は、出生５５人に対して死亡１５４人で、

９９人の自然減でした。次に、転入と転出の差である社会増減は、転入３１９人に対して転出２

８３人で、３６人の社会増でございました。自然増減については、他自治体と同様に、母親世代

人口の減少や晩婚化による出生率の低下などの影響などが大きく、一気に改善するのは難しい状

況でありますが、子育て施策の充実や結婚支援施策等を充実させることにより、自然減に歯どめ

をかけるよう取り組んでいきたいと思います。一方、社会増減については、昨年、社会増となっ

た自治体は県内で４自治体しかない中、最もよい成果をおさめることができました。これは、人

口減少と経済縮小の克服を目的に、町民の皆さんと一緒に作成したなんぶ創生総合戦略に掲げら

れた事業に取り組んだ成果が、一定の程度あらわれたんではないかと考えているところでござい

ます。

次に、これまでの移住・定住に対する現状と課題についての御質問を頂戴いたしました。現在、

全国的に移住ブームの状況にあり、多くの自治体があの手この手で移住者を獲得しようとしてい

ます。南部町としても、都市部で開催される移住相談会に出展したり、パンフレットやＰＲ動画

を作成したりして、南部町の魅力を伝えるよう広報に力を注いでいます。移住希望者の方も、人

生を左右する大きな決断となりますので、さまざまな情報を収集し、比較検討して、移住先を慎
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重に検討されています。

そういった状況の中思うのは、１点目は、南部町を知らない、縁もゆかりもない方に南部町に

移住してもらうことは、とてもハードルが高いという点です。これまで、実際に移住された方は、

南部町または近隣自治体出身者であり、ある程度南部町について知ってる方が大半を占める状況

にあります。そういうことからも、Ｕターン、Ｊターン希望者に対する働きかけを強めていきた

いと考えています。

２点目は、いろいろな自治体がさまざまな補助金メニューを準備して、住みやすさをアピール

するのですが、そういう情報だけで移住先を決めると、地域に溶け込めず、結果的に定住につな

がらないことが想定されます。早稲田大学の宮口名誉教授が指摘されてるように、行政を含めた

地域社会が移住者との交流の中で、人をも支えることの価値を学び合い、そこから支えるための

新しい仕組みを生み出していくことがいい形の移住者をふやす基本的な道筋ではないかと思いま

す。

３点目、空き家一括借り上げ事業の現状と課題についての御質問をいただいております。空き

家一括借り上げ事業は、平成２８年度からなんぶ里山デザイン機構が取り組んでおられます。昨

年度は８軒の空き家を改修し１８名の移住者を受け入れ、今年度も既に３軒の空き家改修を実施

し７名の方が入居されたとのことで、移住・定住の受け入れに大きく貢献しているものと思って

おります。課題としては、提供できる空き家の数が不足しているという点です。平成２５年度か

ら当該事業を実施しており、これまで２１軒の空き家を賃貸住宅として提供しておりますが、ま

だ空き家を提供できていない入居希望者の方もおられます。要因としては、住んでいないが家財

や仏壇が残っている、本人が施設に入っている、墓参りで帰省した際に使用する等さまざまでご

ざいます。今後も町となんぶ里山デザイン機構が連携して、空き家の掘り起こしを進めるととも

に、当該事業のメリットや成功事例をＰＲしていきたいと思います。また自治会、集落の皆様に

も空き家の情報提供や所有者との仲介など、ぜひとも御協力をいただきたいと思います。

４点目の御質問でございます。定年退職後をＵターンを含め、田舎でのんびり暮らすタイプの

方に対する支援について御質問頂戴しました。定年退職後をＵターンを含め、田舎でのんびり暮

らしたいという人に対する支援についてですが、昨年、株式会社コミュニティネットが行ったシ

ニア世代の移住意向調査報告書によると、移住に関心を持った理由は、自然豊かな環境で暮らし

たい、都会の人混みや喧騒、ストレスから解放されたい、環境や体に優しい暮らしをしたいなど、

自然志向、脱都会といった傾向があります。また、移住先を選択する際に重視する点としては、

気候がいい、生活費が安い、医療施設サービスが充実が上位となっています。このことからも、
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このタイプの人に対しては、町全体が重要里地里山に選定された保全された自然環境を満喫する

ことができ、医療福祉環境も充実してるので、いざという場合でも安心ということを発信するこ

とが有効だと思われます。また、なんぶ里山デザイン機構が行う里山デザイン大学の受講や、あ

るいは知識や経験を生かして講師となっていただくなどの活躍の場を提供したり、まちの保健室

などの福祉策を充実させることが効果的ではないでしょうか。

５点目の御質問でございます。地域おこし協力隊についての御質問をいただきました。地域お

こし協力隊についてですが、現在、南部町では、１名の地域おこし協力隊を雇用しております。

その方は大阪府出身で、昨年、南部町に移住し、昨年度はなんぶ里山デザイン大学を担当し、今

年度は体験型観光を担当しております。昨年、なんぶ里山デザイン大学で培った南部町の自然素

材などの魅力を、現在の観光施策によそ者視点でプラスすることによって、南部町への誘客を図

っています。一方で、残念ながら任期途中で退職し、転出された方もおられます。南部町に移住

して、まちづくりに携わっていこうという思いに応え、できれば任期終了後も南部町に定着して

もらえるように、地域との橋渡しや気軽に相談してもらえる関係づくり等、サポート体制を強化

していきたいと思います。

６点目でございます。自立する力のある移住者に対する施策について、また、南部町版ＣＣＲ

Ｃの現状についての御質問を頂戴いたしました。南部町版生涯活躍のまちの基本構想として、一

つ、地域が必要とする人材の誘致を行う、２つ、住まいとして空き家の利活用を軸に行う、３つ、

運営主体はＮＰＯ法人なんぶ里山デザイン機構の住民主体で行うという３つの特色があります。

地域が必要とする人材として、地域振興協議会を通じて寄せられたニーズとしては、飲食店、カ

フェ経営者や英会話教師など、その方がお持ちのスキルや経験を持ち込んで、そこになかった分

野での活躍に期待するものが多くありました。そして、生涯活躍のまち構想、初年度の成果とし

て、学習塾や整体院の起業化など、地域ニーズに沿った人材に移住していただいております。

ことしの６月には、なんぶ里山デザイン機構や行政だけでは応え切れない移住希望者の方の多

様なニーズに対応するため、商工会や金融機関、シルバー人材センター等、２３団体で生涯活躍

のまちづくりネットワークを発足させ、関係機関の連携、協力体制を図っているところでござい

ます。自立する力のある移住者の新しい土地でのチャレンジが成功するよう、関係機関が連携し、

応援していきたいと思います。

4)タイプの子育て支援の２８年度決算における効果と、さらなる充実で若者定住をふやす施策

について、７点目の御質問にお答えします。町の少子化対策プロジェクトとして、定住対策を含

めた総合的な事業の展開を開始し、２８年度末で３年が経過したところでございます。施策の成
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果として、各年度の出生数の増加には直接結びついていないものの、２８年度末時点で、２７年

度、２６年度、２５年度生まれの子供の数は、いずれも９名ずつの増加に転じており、子育て世

代が南部町を希望し、転入されている成果が子供の数の増加としてあらわれていると捉えていま

す。

また、平成２８年１月から１２月の鳥取県人口動態調査によると、南部町の社会増減が４年ぶ

りに３６人と増加に転じ、県内市町村で最も増加の多かった町となったという結果が得られたと

ころです。この内訳として、ゼロ歳から９歳の子供と、３０歳から４４歳までの親世代の増加が

多くを占めているということから、町の子育て環境が、子育て世代の希望とマッチしたのではな

いかと評価しています。また、南部町への定住を図る施策として、新たに町内で３世代同居を始

めるための住宅の新築、増改築への支援を行っており、平成２６年度の制度開始から、累計で２

９件の利用がありました。さらに、定住促進対策事業として、町内に新たに住宅を取得された方

に５年間、固定資産税相当額を定住奨励金として交付しております。こちらは平成２８年度に、

２３件の新規申請、継続も含めると６７件の利用があり、いずれの制度においても、一定の効果

が出てるものと考えております。子育て世代が移住してこられる場合には、最大で２年間の家賃

助成を行っておりますが、賃貸住宅に転入してこられる方々は、いかに定住に結びつけていくか

が課題だと認識しております。今後も定住を促進する既存制度の周知を図りながら、若者のニー

ズ把握を含め、定住につながる必要な取り組みを検討していきたいと考えております。

最後に、８点目の御質問、移住者と地域との交流についてについて回答をしてまいります。最

後に、移住者と集落との関係についてでございますが、なんぶ里山デザイン機構が空き家を紹介

する際は、移住希望者は集落行事や区費等について、区長さん等に直接面談し説明していただき

ます。そして、双方のマッチングができましたら、自治会加入を条件に空き家を提供します。ま

た、近所の方の挨拶回りもなんぶ里山デザイン機構職員や、町の移住プロモーターが同行して行

います。そして、地域振興協議会と移住者の関係についてですが、地域振興協議会が開催するさ

まざまなイベント等に参加し交流することが地域に溶け込むことにつながることから、なんぶ里

山デザイン機構職員や町の移住プロモーターが移住された方のお宅を訪問する際に、そういった

イベント情報等もお知らせし、積極的に参加してもらうよう呼びかけております。最近では、こ

のような形で移住された方の歓迎会を集落主催で開催したという事例も出てきており、町では６

月補正予算で、そうした集落での受け入れ等に対する奨励金の制度を設けさせていただきました。

また、ことしの７月には、なんぶ里山デザイン機構と町が連携し、移住者同士の交流会も開催さ

れ、とても喜んでもらえたということを伺っております。
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移住されてきた方が地域に定着し活躍するためには、子育て支援や住まいに対する支援などの

仕組みづくりを進める一方で、地域に溶け込んでもらうことが大切だと考えております。移住し

てこられる方は、一人一人がそれぞれの夢や希望、そして、不安を持って移住してこられると思

います。町でもデザイン機構と協力して、交流の場を設けていきたいと思いますし、集落、地域

振興協議会等においても、新たな住民の１人として柔軟に接していただきたいと思います。以上、

答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君の再質問を許します。

板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 御答弁ありがとうございました。そうしますと、順次、再質問を

させていただきたいというふうに思います。

最初に、町の人口の動向についてというところの前に、最後に、先ほどの町長の答弁を聞いて

おりますと、ＮＰＯ法人なんぶ里山機構さん、そして行政の方も含めて、本当にいい地方創生を

進めていただいているなということに対して、まずは敬意のほうを表しておきたいというふうに

思います。

まず、町の人口推移の動向についてですけれど、先ほど自然増減の話をしていただきました、

社会増減の話をしていただきました。自然増減の中では、やはり必要なのは、確かにたくさんの

子供を産んでいただいて、出生率を上げていくということももちろん大切だと思うんですけれど、

やはりさっき、仲田議員の質問ではないんですけど、健康寿命を長くしていくということもまた

大切で、両面からやっていってるのが、うちの、南部町の大きな施策であるというふうに思って

るんですけれど、特に健康面について、先ほどの答弁でも健康福祉課長していただいたんですけ

れど、この健康面というものについて、町民の意識というものは大分変わってきてるのかどうな

のか、その点について課長としてはどういうふうに捉えておられますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。健康意識ということで、皆様、関心がいろ

いろ持っておられて、以前に比べては高くなっていると思います。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。やはりさっきもあったんですけれど、毎

年、やっぱり健康診断を受けることが大切であるということも課長のほうからありました。私も

正直言って受けていないんですけれど、やっぱりちゃんと受けて、しなくちゃいけないというこ

とを、きょう、課長が言われたのが私の胸にずきんときたので、最初に、この議会が終わったら
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健康診断行こうかなというふうにも思ったところでした。とにかく、健康で長生きをしていくっ

ていうことが、これも大事なところなんだろうなというふうに思ってるところです。

それから、社会増の推進についてですけれど、移住・定住の推進というもので、まず、必要な

のは、都会から帰ってきてもらうばかりではなくて、若者がここ、米子の高校に行って、その後

大学、都会のほうに行ってしまうわけなんですけれど、やはり南部町に帰ってきてほしいという

施策をしていく、まだ学校にいるときから対応していく、そういったことも、実は大切なんじゃ

ないかなというふうに思ってるんです。その中で、私、いつも、こういった話になると高校生サ

ークル「Ｗｉｔｈ ｙｏｕ 翼」のことをお話しするんですけれど、いろいろ振って申しわけな

いんですけれど、今の「Ｗｉｔｈ ｙｏｕ 翼」、最近、私もよくイベントなんかでテントを出

させてもらってるんですけれど、その翼も今、一緒になって、花火のときなんかもおられました。

それから、桜の花祭りのときにもおられました。そういった一つの高校生同士のきずなもあって、

南部町のことを、１年間、そういった行事に出ることによって、南部町のよさを知って、一旦、

出ていくというような形、やっぱり南部町よかったから帰ってきたいなっていうふうに、そうい

った大きなものだと思ってるんですけれど、何か聞くと、青年団も新しくできたというふうに聞

いてるんですが、翼のことと青年団のことと、えって後ろで言っておられますんで、ぜひ現状を

伝えていただければと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、板持照明君。

○教育次長（板持 照明君） 教育次長でございます。今、議員言われたことでありますけども、

高校生サークル、もう３年目ぐらいになりますけども、町のあちこちでいろいろと活動をする場

面を、議員の皆さんも含めて、町民の皆さんもたくさん最近見られる場面が多くなってきたかっ

ていうふうに思っています。高校生サークルの子供たちが卒業して、引き続き、町とかかわりを

継続して持っていただきたいっていう思いが教育委員会としてもありましたので、少しずつ準備

を進めてまいりまして、この７月に新しい青年団を立ち上げることができたわけでありますけど

も、今の高校生サークルを初めとして、成人式の実行委員会のメンバーに声をかけたり、役場の

若い職員の皆さんにも少し声をかけたりして、やっと組織が立ち上がることができました。

今後も仲間づくりであったりとか、地域とかかわる、そういう機会を持っていただいて、少し

ずつ活動のほうをしていくというふうには聞いております。高校生サークルの生徒たちとのかか

わりも一緒に同時に持ちながら、結果として南部町に定住を、そのまま残って定住をしていただ

いて、引き続き地域とのかかわりを持っていただくような若い若者をできれば育てていきたいと

いう、そういう部分で教育委員会としても支援をしていきたいというふうには思っております。
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以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。本当にその若者を育てていく、若者が南

部町のことを知って、南部町の魅力をしっかりと植えつけるということについては、本当にいい

ことなんじゃないかなと思ってます。私もきょう初めて聞いたので、あわせて質問といいますか、

させてもらったんですけど、ぜひともこれは絶大なるバックアップと協力をしてもらって、翼が

それだけやってきたから、高校を卒業にするようになって青年団ができるという流れもあるんじ

ゃないかなと思いますので、ぜひともその流れを絶やさないように、どんどん大きくなっていく

ように、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

実は僕ら、先月、先々月でしたっけ、あそこの、議員で視察に行きました。そのとき、残念な

がら大雨で行けなかったんですけれど、雲南市に行く予定になってて、雲南市のほうから来ても

らえなかったけど資料をということで、局長のほうからみんなに配られた資料があって、またそ

の資料を見てると、そういった若者のチャレンジによる持続可能なまちづくりへの挑戦という題

目をつけて、幸雲南塾というのをつくっておられます。多分、教育長、御存じだと思うんですけ

れど、その中身を見ると、やはり若い人たちが集まって地域のことを勉強する、また、いろんな

先生に来てもらって地域づくりの大切さを勉強していくっていうものなんですけれど、それが大

きく実を結んでるというのが出ております。

企画課長、知ってますか。はい。どうですか、南部町もそういった形でやっていってはどうで

しょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。雲南のほうの塾ですけれども、私

も知っておるとこです。これまで青年団はなかった、それから、昔はあったんですけど途中でな

かった、それから、高校生サークルも、私も副町長も所属していたころには、高校生、３０年ぐ

らい前の話ですけども、そういったときにはありましたけれども、時代の流れといいますか、な

くなって、これもまた、こういった２０１５年ぐらいからですかね、また新しくできてきたとい

うのは非常にうれしいことだというふうに、個人的にも思っております。加えまして、塾の話で

すけれども、ここ数年、２年ぐらい前からですか、全国学生連携機構、ＪＡＳＣＡの皆さんが、

今週も実は来ることになっております。今週、１１人来ることになっておりますが、この２年で

４回、南部町を訪れていただいて、いろんな提言、地域づくりに対しての提言であろうとか、地

方創生に対する提言をいただいております。そういった中で、２人学校を退職されまして、４月
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から南部町で起業された方がいらっしゃいます。ジブンゴトという合同会社をつくられて起業さ

れて、学習塾という形をとっておりますけれども、行く行くは地域づくりのために貢献したいと

いうふうに言っておりますので、そのあたりと、例えば高校生サークルとか青年団とか、そうい

ったところの融合といいますか、マッチングといいますか、同じような事業を展開することがで

きれば、もう一つ力になるんではないかというふうに思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。ぜひとも横の連携をとっていただいて、

そういったような若者を、ぜひとも、何ていいますか、やる気、元気が出るような状況をつくっ

ていただきたいなというふうに思います。

先ほど、ＪＯＣＡ、ＪＡＳＣＡの話も出ましたので、移住・定住に対する課題ということで、

２番目のところに入りますけど、ある、雲南市の中に、これも雲南市の資料にあったんですけれ

ど、課題として移住してもらう、また、Ｕターンしてもらうっていうことを含めて新しく住んで

もらう、また、Ｕターンで帰ってきてもらう、帰ってきてもらうんだけど住み続けてもらう、こ

のやはり３つがそろわないと人口はふえていかないというようなことなんですというふうに書い

てあるんですけれど、総合戦略の中で、過去も含めて、これからの５年間ですか、含めて、それ

ぞれの目標値がある、そして、それに対する達成率というものも２８年度までは出てくると思う

んですけれど、その点について、もし、急なのであれなんですけど、わかればというところと、

あわせて、さっき言った３つの点、新しく住んでもらう、帰ってきてもらう、住み続けてもらう

というところについて、どういうふうに課長として思っておられるのか、お願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。これまでの移住・定住政策という

ことで、現状と課題について、若干お話をさせていただきたいと思います。

新しく住んでもらうことにつきましては、やはりこの南部町を知ってもらうことが必要かと、

まず第一には知ってもらうことが必要かというふうに思っています。その中で、南部町を選んで

いただくことが大きなところかなというふうに思ってます。全国の自治体では、それこそ移住・

定住ということで、人の流れが地方にということで、かなり大きなうねりを担ってきてるんです

けれども、南部町ではそれこそ空き家の一括借り上げというところで、全て賃貸なんですけれど

も、そういったところを御提供させていただいているといったところです。ただ、移住と定住と

は全く違うというふうに思っています。一時的には南部町に来ていただいて、子育てなり、そう

いった環境を通じて南部町に住んでもらうということが一時的には必要で、それが移住だという
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ふうに思っていますけれども、目指すはその先の定住だというふうに思ってます。まず最初に南

部町に来ていただいて住んでいただく、その先にはずっと住んでもらう、こういった流れになっ

ていけばなというふうに思っています。

もう１点、帰ってきてもらうためには何が必要か、現状と課題なんですけれども、やはり若い

人は特に仕事の部分だというふうに思います。鳥取県、特に西部もそうですけれども、今、大き

な人材不足だというふうに言われています。そういったところで、南部町に原工業団地ですとか、

製造業を中心ですけれども、そういったところに魅力を感じていただいて、帰ってきていただき

たいというふうに思いますし、それから、もう一つは教育の部分だと思います。社会教育の中で

はいろいろな、先ほども出てましたけども、高校生サークルであるとか、青年団であるとか、そ

ういうものはありますけれども、やはり学校もそうです、学校は、まち未来会議でやっておられ

ますし、もう一つは、やはり親、家庭の中の教育が必要ではないかなというふうに思います。子

供たちが一旦、都会のほうへ出ていただいて、そこで確実に得た知識を、帰ってきて町の中で咲

かせていただきたいと、こういったことがこれからも必要だというふうに思います。これの後押

しとして県のほうで奨学金をつくっております。その奨学金に対しても、業種には限りあります

けれども、奨学金の返還を免除するとかそういった施策もできておりますので、そういったもの

を活用しながら帰ってきていただきたいなというふうに思います。

それから、住み続けてもらうということですけれども、やはりそこは、この地域の方が、その

新しく来られた移住・定住者について、温かい、何ていいますか、感情といいますかね、そうい

ったもので受け入れていただく、地域と協調しながら一緒に南部町に住むことの意義を考えて、

保っていっていただきたいなというふうに思います。

いろんなこと言いましたけれども、これからの移住・定住政策も、とりあえず計画ではあと２

年ということになっておりますが、これは未来永劫の続くもんだというふうに思っておりますの

で、その点、御理解をいただきたいというふうに思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。しっかりと思いを話をしていただいて、

町長どうでしょうか、今までの施策について、町長としては成功だなというふうに、ある程度の

成功はいってるんだろうなと思っておられると思うんですけれど、あと、先ほど答弁でもあった

んですけど、何が足りなくて、どうしていけばというような思いがもしありましたらばお願いし

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。
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○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。なんぶ総合戦略というのを今、ここ持ってますけれ

ども、総合戦略、今、大塚課長のほうが申しましたけれども、ここには書いておりませんけれど、

私は地域経済と、それから地域の皆さんの暮らしと、さらには地域の皆さんの文化、愛民、愛郷

心、ここの地域が好きなんだと、この３本立てがそろって地域の皆さんが胸を張らない限り、人

はそこには来ないと思ってます。そこの中で、一つは経済の問題があります。今、確かに原工業

団地は、今度、またオープンするということで非常に期待もしていますけれども、現実になかな

か人が集められない、溶鉱炉の技術者が集まらないということで、結局、中国から技術者を連れ

てきて、今度、中国の人に習うというようなことになるということでございました。日本の若者

たちが帰ってくるためにはもっともっと生産性を上げる、きょう、この場で言ったと思いますけ

れども、柿農家が一反３０万のものを、どうやって加工を加えるようにして３００万にするのか

ということだと思います。今まで余り目をつけられてなかった部門ですので、私はこれは技術だ

とか知恵の働かせようによって、決して笑い話ではなくて、できることだと思わなくちゃいけな

いと思います。いい柿をつくることも大事ですけれども、さらにそれに付加価値をつけていくこ

と、こういうことがまだまだ不十分だろうと思っています。

暮らしの中では、まさに地域包括ケアで、南部町が最もこれまで努力をしてきたところです。

医療を中心に、保健・福祉・医療の融合であったり、さらには近年、子育て支援を設けてまいり

ました。これにもうさらに、健康長寿と健康寿命を延ばしていくという視点を加えながら、地域

コミュニティーがもう少しつながりを持つ、朝の連続テレビドラマですか、「ひよっこ」でやっ

てますように、あれが皆さんにやっぱり受けるというのは、昭和のあの時代に、もっともっと家

族や、それから同じ隣近所の人たちともっとつながりがあったなと、しょうゆを借りたり、みそ

を借りたりというのは日常茶飯事だったなという、そういう助け合いや隣近所のつながりの中に、

やはり安心感だとか、暮らしやすさを求めてたんではないかなと思います。そういう暮らしとい

うものを、また足りない部分を、さらに補強していく必要があろうと思ってます。

もう１点は文化です。先ほど教育委員会のほう出ましたけれども、まち未来科、義務教育の中

でするこのまち未来科を通じて、義務教育の子供たちをしっかりこの地域に、愛郷心っていうん

ですかね、友達を思い、そのふるさとを思う、そういう思いというものもやっぱりしっかり植え

つけなくちゃいけませんし、それを義務教育が終わってからも、高校生サークル等を通じたり、

または新青年団を通じたりしながら、友達がいるからやはりあそこに帰っていきたい、そういう

ふるさとをきちんとつくっていく必要があるのでないかなと思います。もちろん、里地里山をし

っかり守り、また、それを生かしていく方策といいますのも、やはり南部町が誇る文化の一つで
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はないかと思ってます。

この３つのすばらしさに、やはり外から見ている人たちが、あの地域では、やっぱり自分も仲

間になりたい、暮らしていきたい、そういういざなうような施策をつくっていく、こういうこと

を繰り返すことによって、地方創生というのはもっともっと息の長く、もとになるのはやっぱり

私たち、ここに暮らしている者たちが幸せを実感しなくちゃいけないなと思っています。そうい

う視点に立って、役場の中の各部門が総力を挙げてそういうことっていうのが地方創生だろうと

思ってます。簡単にあと２年だと言ってましたけども、２年ごときでは、なかなか成果が見えた

り、それから人口がふえたり減ったりで一喜一憂するようなことなく、もう少しじっくり地に足

をつけて取り組んでいく必要があろうと思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。本当、しっかりと町長の思いを聞かせ

ていただいて感激してます。経済の面では、日本といえば、戦後、今もここまで来たのは、物づ

くりが大体は得意で今の日本があるというふうに、よくテレビなんかでも言われてるんですけど、

やはりそういった強かったところがだんだん弱くなっている今の現状というものを何となく感じ

ることができました。また、文化については、まち未来科、今、一生懸命ですけど、まち未来科

で今度、南中の発表会があるんですよね。あれ、いつでしたっけ。

○議長（秦 伊知郎君） 総務・学校教育課長、見世直樹君。

○総務・学校教育課長（見世 直樹君） 総務・学校教育課長です。御質問ありがとうございます。

南部中学校のまち未来会議は９月２７日に行われます。法勝寺中学校は１２月の土曜開校の日、

９日に行います。ぜひ御参加をいただけたらと……（「時間は」と呼ぶ者あり）時間ですか。

（「時間と場所も言っといてください」と呼ぶ者あり）南部中学校はまんてんホールで行います。

１時４５分、１時半から入れます。それから、法勝寺中学校のまち未来会議は、法勝寺中学校で

行われます。これは課業時間内ですので、午前中、まだ時間ははっきりしておりませんが、午前

中行われます。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 失礼します。ありがとうございます。９月の２７日１時半から、

まずは南中から始まるということで、こういったチャンスを子供たちにも与えることを、最近い

ろいろと工夫をしていただいてて、本当に子供たちにとっては何となくいいな、一つの思い出に

も残る、町に対する思いが出るなと思って、ぜひ私も行ってみたいなと思ってますので、テレビ

のごらんの皆様もぜひともお越しください。
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先ほどのところで、新しく住んでもらう、帰ってきてもらう、住み続けるということで、課長

のほうからいろいろと答弁していただきました。これについては、この後、Ｕターンの関係のい

ろんなところで出てくるというふうに思いますので、また答弁のほうよろしくお願いします。

次は、空き家一括借り上げ事業の現状について、町長のほうから答弁をいただきました。現状

としては、空き家はあるけれど、なかなかその家々の事情があって貸していただくことができな

い、僕らもこの間岡山県の何市だったっけ、最初に行ったの……（「笠岡市」と呼ぶ者あり）笠

岡市、笠岡市も全く同じようなことを説明をされたっていうのが現状です。その中でも何とか見

つけながら住んでいただけるような状況を、しっかりとＮＰＯ法人と連携をとっていただいて、

対応していただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。

次、４番目です。定年退職後も含めて、Ｕターンの人の支援のタイプということでお話を進め

させてもらいます。実は、けさですけど、私の知り合いの方がそういった関係で帰ってきておら

れる、最初の質問のところで言いました、親御さんがちょっと介護をしなくちゃいけなくなった

ということで、１人で帰ってきて、面倒を見ながら、たまたまこっちでも仕事ができたので、仕

事をしておられるというような方も含めて聞きたいと思います。

その方に、きょう、朝電話をしたんですけれど、何が一番、帰ってきてどうですかって、僕は

仕事があったからそのまま今の会社に勤めることができたけれど、やはり帰ってきて一番なのは

就職だろうということを話をされました。これ、いみじくもさっき課長のほうからも話のあった

ところなんですけれど、そういったところの支援、それから、もう一つは、三世代同居では新築

や改築に対しては出してるんですけれど、そういった方々も、もしかしたら帰ってきたときに家

を改修しなくちゃいけないということも生じてくるんじゃないかと思うんですけれど、そういっ

たところの支援はできないかなというところを感じております。２つ言いました。

それから、帰ってきてもらうための情報発信という中で、今度、１１月ですか、法中、南中の

関西支部の同窓会があって、私たちも行くんですけれど、ぜひともそういった応援サポートとい

うか、県外に出ておられる町内出身者の方々にサポーターになってもらって、そういった方々に

南部町はいいとこだよというような宣伝などしてもらうような、そういったような流れってでき

ないのか、この２点についてお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。帰ってきていただいたときに、支援というとこ

ろでございますけれども、今の御質問の中でもございましたけれども、確かに就職でありますと

か、そういうとこは非常に重要になってこようかと思いますので、そういうところのあっせんと
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かっていうことは、やっぱり大事かと考えておりますし、それから、やっぱり親がおられたりと

かですね、御本人もそうだと思いますけれど、やっぱり親の介護とかそういうこともあろうかと

思いますので、やはり医療であるとか、福祉の充実という部分はやっぱりこれ、当然基本として

必要ではないかなというふうに考えております。具体的には、改修の支援とか、それについては

ちょっと何ができるのかということについては、ちょっとよく検討していかないといけないのか

なというふうに考えます。また、県外の同窓会であるとか、あるいは町人会、そういうところっ

て、非常にやっぱり町とつながる、非常に貴重なそういうチャンネルではないかなというふうに

思いますので、やっぱりそういうところにいろんな町の施策の発信であるとか、あるいはＰＲと

いう部分では非常に活用するのが大事じゃないかなと思いますので、その辺をさらに、これまで

も一応やってきたつもりではありますけれども、今後さらに、そういうところもいろいろ活用し

ながらやっていけるように進めていきたいというふうに思っております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。きょう、お電話した方がくれぐれも言っ

ておいてくれって、言い忘れてました。特に介護の関係、福祉の関係は本当に南部町は最高だっ

て、おかげで仕事をしながらでも両親を見ることができてるということで、これだけは伝えとい

てくれって言われました。福祉については本当にいいし、別に南部町に対してそんなに言うこと

は、希望することはないんだけど、あとは私が言ったんだというふうに思ってもらえたらいいと

思いますけれど、そういった中で、特に就職の面については、最低でも年金が出る、満額になる

６５歳までの就職のお世話というのがありました。今、なんぶ里山機構のほうで、そういった就

職あっせん等々もしておられるんですけど、その辺の状況については、課長、わかりますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。なんぶ里山デザイン機構の中には、無料職

業紹介といったものもございます。そこばかりではなく、企画政策課でも、ハローワークと同じ

端末がありますので、そういった情報については、来られましたら適宜お渡しをしているという

状況でございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） そういったことを知らずに住民票だけ出して帰る人もあるんじゃ

ないかなと思うんですけど、そういった方々に対しての、何ていいますか、情報とかそういった

ものは、町民生活課と連携で、何かで伝えるとか、そういったことはできるシステムになってる

んでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。皆さん、転入してこられたときに、

まずお配りするものが広報誌ですとか、それから、いろいろな、お子さんがいらっしゃる方には

子育て支援のプロジェクトの冊子ですとか、そういったものをお配りして、南部町でどういうこ

とをしているんだということは、なるたけ転入してこられたときにお知らせするように気をつけ

ております。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。ぜひとも漏れなく、そういった方々、

私のように気の弱い人は、そこまでなかなか言えないことがあると思うので、ぜひとも、何てい

うかな、要らないごみになったとしても、その方にとってはぜひとも持って帰って一度見てくだ

さいということを伝えていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。

それから、農林業や、都市にない田舎の生きるわざに価値を見出しということで、これについ

ては協力隊のことについて聞きました。今現在、１人の協力隊があそこの観光のところにおられ

るわけなんですけれど、やはりいつもこの話になったときに私も言ってしまうんですけど、３年

後、次に仕事ができるような、やはりそういった体制をどうしていくのかというのが、まず行政

の仕事であって、そこで暮らしてる地域については、地域の人との交流というのももちろん大切

なわけなんですが、その点、協力隊の立場というか、そういったところを考えて町長としても採

用しておられると思うんですけれど、その点については、どういうふうに対応なりしておられる

んでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。地域おこし協力隊がおりますけれ

ども、契約的には最長３年まで、１年契約の更新の最長３年までといったことがあります。議員

おっしゃるように、その３年が経過した後については、できれば南部町にそのまま引き続いて、

そこで何らかの仕事をしながら暮らしていただきたいというふうに思っています。

総務省が行った調査では、大体協力隊のうちの六、七割はそのまま居続ける、居続けている状

況でございますが、うちとしても、観光という観点からもいろんなことができるというふうに思

っています。例えば観光協会でそのまま採用するというパターンもあるでしょうし、彼の個人的

なスキルとして動植物、希少生物が好きだということもありますので、そういったことを生かし

ながら、観光面でのアプローチで、何かお仕事ができればなといったことに期待してるとこでご

ざいます。以上でございます。
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○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 今回の広報なんぶですか、町長室からっていうのに、風の人、こ

れが、多分外から来た人に対する考え方じゃないかなというふうに思ってるんですけれど、やは

り知らないところに来て、やっぱりそこに住み続けるって本当に大変だろうと思います。この間、

議員研修で日吉津であったときの地域コーディネーターだったかな、方が話ししておられたんで

すけど、やはり受け入れたところが、ようこそって言ってくれないと、私たちって入れないんで

すよっていうふうに話をしておられました。やっぱりそういった雰囲気づくりというか、そうい

ったものをつくっていく、もちろん住民もですけれど、まず行政もそういった思いをしっかりと

本人に伝えながら、本人がやる気を出して、じゃ、頑張ろうというような体制、今がいけないっ

て言ってるわけではないんですが、結果的に今現在、そういったような状況になっているので、

そういった反省点からすると、その辺も考えて対応していかなくちゃいけないんじゃないかなと

思います。

あわせて、ＪＯＣＡ、ＪＡＳＣＡですけれど、この、先ほどＪＡＳＣＡのほうですか、２人の

起業ということで話もあったんですけど、ＪＡＳＣＡのほうも、ＪＯＣＡのほうも、この間も一

緒にテントでやらせてもらいました。鳥取県にもそういった海外青年協力隊のＯＢの方が何人も

おられるみたいで、その人たちが手伝いに来てました。やっぱりそういった、何ていいますか、

連携というものが、多分南部町にとってもプラスになっていくというふうに思っています。この、

ＪＯＣＡ、ＪＡＳＣＡの存在について、町長はどういうふうに感じておられるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。図らずも、ことしは６月にＪＯＣＡの全国集会って

いうんですか、全国集会に行きましたし、それから、ＪＡＳＣＡのほう、学生のほうにも行かせ

ていただきました。∥０００名を超える学生たちを前にしたのは、何というんですかね、学生以

来っていうですか、こんなに若者がいるんだなというぐらいに思った次第です。

その中で、その学生たちが言ってたのが、こういうことをみんなが言ってました。その課題、

なぜ田舎に向かうのかというと、課題がたくさんあるから行くんだと。この前も議員の皆さんと

研修一緒に受けた、∥３７０万人いる東京都、∥３７０万分の１よりも、鳥取県であれば５０数

万人、南部町では １万人ですよね、分の１のほうが喜んでもらえるし、効果がはっきりしてる

んだと、同じことを、この学生たちが言ってました。

私たちの若いころには列車で東に向かったんですけど、今の若者たちは田舎にまた拡散したい、

できればそれで飯が食えるんなら拡散したい、ただ、狙ってるところはですね、日本の未来、日
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本全体であったり、世界だって言ってます。だから、南部町にずっと根をおろして定住すること

ではなくて、この１万∥０００人の町で試すことができて、成功すれば、この日本の次の時代の

大きな起爆剤になるんじゃないかという、そういう大きな野望を抱いているんだなと、非常にた

くましく思いました。

ＪＯＣＡのほうも、これもおもしろいなと思ったんですけども、非常に変わった連中の集団だ

なと思いました。世界中で非常に苛酷な環境の中で、一つ間違えば死と隣り合わせの暮らしだそ

うです。夜、車に乗れば、もう非常に危険で、死ぬと思って車に乗らなくちゃいけないぐらい、

舗装もされてないし、ガードレールもないような山道の中を走らなくちゃいけないという話も聞

きましたけれども、そういうところで２年間、生きて帰ってきて日本のためにと思ったわけでし

て、非常に志が高いなと思いました。

そういう思いを持った学生やＪＯＣＡの人たちをこの地域でどう使っていくのかは、明確な課

題解決をきちんと目の前に見せてあげないといけないと思います。これは地域おこし協力隊でも

そうでして、何となくおまえは元気がいいからここに来て何かをやれでは、これ、あっという間

に２年がたってしまうので、先ほども申しましたように、農業の柿なら柿、梨なら今ここに困っ

てるということを明確な課題があれば、それに対してそういう職員を充てて、ここを困ってるか

らこれを解決してほしいという、そういうミッションを的確に与えるということ、それから、１

人では非常に心細いですし、力が半減すると思います。やはりそこに一定の、複数の人数を与え

ることによって力が出るんじゃないかなと思いました。

高知の佐川町に行ったときに、高知の佐川町は、何ていうんですか、プログラミング、電子プ

ログラミングの子たちを、地域おこし協力隊に連れてきて、子供たちのプログラミング教育であ

ったり、木製の加工を３Ｄ加工するような、そういう機械を買ってやっていました。その中にも

何人もの人たちが、そういうことを、この山、森林の町、佐川でやりたいっていうことで移住を

して、力を合わせてやってます。ああいう複数で何をしてほしいっていうことを明確にすること

が、少し南部町には欠けてる視点だったかなと思っていますので、今後もし募集するんであれば、

もう少し明確なミッションを与えるべきだなと思ったとこです。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。ただ、今、来てる若者たちでも十分に私

たちの意識を変えることができるほどの、何ていうんですか、パワーは持ってると思ってますの

で、若いもんが若いもんがっていうわけじゃなくて、これからの時代って若い子たちの、何か言

うことを聞いたりしていると、もしかしたら自分たちの気持ちも変わっていくんかなというよう
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な気もしてるところです。

それから、南部町版のＣＣＲＣの現状について話を聞きました。ホームページを見ると、なん

ぶ里山暮らしのホームページに、各協議会のこういった人が欲しいというのが、こうずっとホー

ムページに出てるんですけれど、その点、そういったところについて、移住をしてきた人とか、

そういった方って、今までにあったんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。地域振興協議会を通じながらニーズ調査を

行ってきたところでございます。そのニーズについて、都会とのマッチング、移住希望者とのマ

ッチングということで行っておりますが、現状ではそんなにそんなにマッチングができていない

というところがあります。結構難しいミッションかなというふうに思っています。ある程度、ぼ

やっとした感じの、農業がしたいとか、そういった形の御相談というのはかなりあるんですけれ

ども、例えば言われてましたようにハンターであったりとか、そういったところは若干難しいか

なというふうに思っています。

一方では、先ほども出てますけども、学習塾が欲しいとかいったところでは、やはり全国学生

連携機構から来られてます、そのお２人のところでのマッチングという形ではよかったんではな

いかなというふうに思います。これから先も、そういったニーズに応えたようなマッチングをし

てまいりたいというふうに思いますけれども、いささか難しいところもあるということで御理解

をいただきたいというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。実際そうです。まだ南部町版ＣＣＲＣだ

からそれなりに反応があるんです。日本版ＣＣＲＣというのは、とにかく年寄りをこっちに連れ

てこいっていうやつですけれど、逆に言うと、今、いろいろと調べてみると、田舎の高齢者の方

が都会にいる息子さんたちのところに行って、高齢者の人はどっちかいったら都会に流れていっ

てるというような現状が、今の本当の姿のようです。この南部町版のＣＣＲＣについては、私は、

考え方、やり方っていうのは元気な人に来てくださいということですので、これは全く問題ない

し、そんなにたくさん、なかなかそういう人はないにしても、これは引き続き対応していただき

たいなと、特に中山間、南さいはくのほうでは、そういった人を待ってますので、ぜひとも連れ

てきていただきたいなというふうにも思ってます。

それと、子育てのことです。子育て支援で２８年度の決算における効果とさらなる充実という

ことで、実はこれについては、前の健康福祉課長の山口課長、県のほうに帰られた、帰られる前
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に、未来へつながるサポートプロジェクトの成果と次年度へ向けてということで、実績とこれか

らの考え方の報告をしていただいております。これについて、ちょっと少しだけ確認をとりたい

んですけれど、新しくできました子育て支援課長、この資料を持ってもらってると思うんですけ

れど、今までの施策と、それから、これからの考え方、また、新しい課ができていろいろとまだ

試行錯誤しておられると思うんですけれど、まず、子育て支援課としてどういうふうに、何てい

いますか、今までのおられた数カ月間で、何か感じたことがあれば。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、仲田磨理子君。

○子育て支援課長（仲田磨理子君） 子育て支援課長でございます。少子化対策プロジェクトは、

平成２６年度から３年間、３年間、３年間を区切りにやるということで、一応２８年度末を一区

切りということで検証いたしました。その結果、出生数、生まれてくる子供たちの数っていうの

はふえておりませんで、ことしも大体６０人切れるぐらいが生まれるんじゃないかなという予想、

予想というか、見込みを立てておりますけども、そのかわり、先ほど答弁にもありましたけども、

小学校に上がるまでに子供さんの人数がだんだんふえてきているということがあるので、子育て

環境としてはいいところというところで転入される方がふえてるんじゃないか、転入されたり、

帰ってこられたり。大体、小学校に入るまでに帰ってこようかなっていう考え方を持たれる方も、

区切りとしてあるんじゃないかなという考えを持っていますので、で、帰ってこられる方も多い

んじゃないかなということで、一定の成果を上げているんじゃないかなと考えています。

一応、２８年度で３年間ということで見直しをいたしまして、これからは県のほうもやってお

りますけども、２９年度からは在宅、今まで保育園に通っておられる方、幼稚園に通っておられ

る方の支援をやってきましたので、今、在宅でお子さんを見ておられる方に対する支援としまし

て、在宅育児世帯補助事業ということで、育児休業給付金というのをもらっておられない方に育

児手当金を払う、現金ですけども、お金を支給するという形の事業を始めています。

それから、誕生祝い金事業っていう、出生されたら５万円という事業が今まであったんですけ

ども、それは南部町で生まれないと、１歳になったときに５万円というお祝い金が支給されない

ので、転入された方にも何かあったらいいんじゃないかということで、ちょっと∥０００円相当

なんですけども、子供さんに使っていただけるものをお祝い品としてさしあげるという事業を拡

充しています。

それから、ほかに見直した事業もありますけども、やはり現金支給ばかりでは目先っていう考

え方もありますので、そういうこともちょっと考え直したり、それから、なるべく皆さんに支援

がされるようにということで見直したものもあります。

－８２－



あと、子育て支援課としては、子育て世帯の支援事業をやっておりますので、子育て包括支援

センターっていうのを持っておりまして、妊娠から子供さんをずっと、妊娠されてからお母さん

の相談に乗ったりとか、家庭の中でどういうふうに育児をしていったらいいのかっていう相談に

乗ったり、お父さんにももっと、今、核家族もふえていますのでお父さんたちにも育児に参加し

てもらったりとかいうことで、保健師さんと協力しながら、保育士も管理栄養士も皆、事務のほ

うも協力しながら世帯を支えていくっていう事業もやっておりますので、それで成果も上がって

いるんだと考えています。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。今回の在宅育児支援事業のあれで、唯一

あいてた部分が、空白のところが埋められて、結婚から妊娠、出産、在宅、保育園、小学校、中

学校、高校まで、幅広い子ども・子育て支援ができ上がったというふうに、この表を見る限りで

は思います。

ただ、さっき見直しの部分という中で、一つ、私気になってるのは、保育料の軽減事業です。

２９年は継続して、３０年度以降、軽減率の見直しというふうになってるんですけれど、その点

については、今後の考え方というのはどういうふうになってるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。保育料の軽減をどうするのかは、これからいよいよ

来年の予算の時期でございまして、原資を、子育て支援に１億円近くの原資を投下し続けてきて

いますけども、一定の成果が上がったもの、上がらなかったものをもう一遍見直しながら、さら

に効果的なものを打ち出していかなくちゃいけないなと思ってます。まだまだ可能性はあると思

います。それは、南部町は先ほど仲田議員がおっしゃったように、健康指標はあんまりよくない、

それから、健康寿命も全国でいえば真ん中よりぐっと下が鳥取県と、男性が３０数何番だったと

思います。決してよくないんですよね。それと同じように、南部町の合計特殊出生率も県平均ま

で行かないというような数字でございます。こういうところをどうやって、まずは鳥取県平均を

超えるぐらいなところまでは、ぜひこれは持っていかなくちゃいけないだろうなと思ってます。

そういうことによって、まだまだ子育て支援というのは効果を上げられることができるだろうと

思っています。このあたり、どこに課題があるのかをもう少し検証しながら、新年度予算の編成

に当たっていきたいと思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。ただ一つ、私はやっぱりさっき言われた
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ように、子ども・子育ての中では、やっぱり保育園というのは一番、何ていいますか、お金が要

る時期の、これに軽減をしてもらうと、多分若い子育て世代の方は喜ばれるんじゃないかな、安

心した生活もいけるんじゃないかなと思います。保育園の軽減については、極力、できるだけ先

送りにしていただいてでも続けていただきたいなというふうに思います。米子のほうに住んでる

若い人に聞いても、南部町は、本当に子ども・子育てが充実してる、いい町だという評判がどん

どん広がってきているさなかでもありますので、これも５年で終わるわけではありません。まだ

まだ続いていく子ども・子育て支援だと思いますので、保育園の軽減だけは何とか継続していた

だきたいなという希望を出させておいてやってください。

最後ですけれど、協議会と地域、移住者の方との交流、地域との交流については、先ほど町長

答弁からいただいたとおりなんですが、その中に地域振興協議会というものがあって、さっきの

雲南市のなんかは、各協議会ごとでそういった移住をしてもらえるような仕組みづくりなんかを

して、それに対して予算をつけたりしています。協議会も今の現状を十分に把握している、解決

をしなくちゃいけない部分だというふうに認識はしてると思うんですけれど、そういった考え方

を何か各地域ごとの特色ある、人を呼び込むような、そういったようなことっていうのは、町長

としては協議会に対して提案をしてみたいとか、そういったような思いはありませんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。７つの振興協議会、それぞれにやはり平野部での振興協議会

もあったり、団地部があったり、山間部があったり、それぞれに特徴があって、持っておられる

課題も同じようなところもあれば、全く違うところもあるわけでして、雲南のいいところをまね

させていただいて、円卓会議でもう少し地域集落の皆さん、それから振興協議会の皆さんと、も

う少し町長として膝を割って話をしたいなと思ってるところです。そういうところを進めるとい

うことが１点。

それから、もう一つは、非常にまだら模様で、若い人がたくさんおられる集落もあるわけです

よね。ことし、盆踊り大会に白川議員と一緒に行きましたら、図らずもうちの集落が一番子供が

多いというような、なぜ金田がこんなにも子供が多いのかということも、やはり少し私らも勉強

しなくちゃいけないなと思っています。格好いいおじさんがたくさんおるから、若者がああいう

おやじやおっさんになってみたいな、おせの背中をしっかり見せてるんじゃないかなという推測

のもとに、もう少しその辺も調べて、地域の皆さんにまたこういう方向でやってみたらどうだろ

うかということもお伝えしていかなくちゃいけないじゃないかなと、このように思ってるところ

です。
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○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。とにかく、移住・定住、Ｉターン、Ｕ

ターンにしても、帰ってきて、その地域の人とのやはり交流が上手にいかないと、さっき課長が

話があったように、住み続けるということがなかなかできなくなるという現状もあらわれてくる

と思いますので、その辺も行政としてもやはりしっかりと支援なり、また協議会に対して、いろ

んなものも与えてほしいなというふうに思います。

最後に、さっきちょこっと言いましたけれど、町長が広報なんぶで町長室からというので、最

後これ読み上げて終わりたいと思います。これ町長なんです。私は地域をつくり上げる人として、

「土地、水、風の人」が大切だと思います。地域にしっかり根をおろして、文化、伝統を守る

「土の人」、地域に暮らしながらも変化をもたらそうと伝統やしがらみという地面を削り新たな

価値をつくり出す「水の人」、そして縁もゆかりもない土地に外から情報という種を運ぶ「風の

人」、それぞれの立場でお互いの存在を認め合いながら地域を創造することが地方創生であり、

まちづくりであると考えています。最後には、「瑠璃も玻璃も照らせば光る」それぞれの際立っ

た個性や能力を、土の人、水の人とともに地域を輝かせてほしいと願っていますというふうに書

いてあります。

ぜひともそういった一つの交流というものを大切にし、来た人を大切にすることによって、多

分、この地方創生も成功していくというふうに思っておりますので、引き続きよろしくお願いし

まして、私の質問を終わります。以上です。ありがとうございました。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、８番、板井隆君の質問を終わります。

これをもちまして、本日予定しておりました一般質問は終わります。

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

明日１２日も、定刻より本会議を持ちまして、引き続き一般質問を行う予定でありますので、

御参集をお願いいたします。本日は御苦労さんでした。

午後４時０１分散会

－８５－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


